
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1m 教投'■Ｃニミ･ｌＬ地理学研究室史学研究室法学部研究室llHHLH アンシシ ''''''１－￣－－への－ち－に腰1ツケ室､_〆 ￣交換蔓河原先生丸山先生竹内先生
Hosei University Repository
方
程
あ
り
、
八
人
く
ら
い
座
っ
て
読
書
・
討
論
・
喫
茶
・
食
享
等
々
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
史
学
会
関
係
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
・
プ
リ
ン
ト
・
「
法
政史学」の発送や委員会、卒業論文の口述試験もこの机で行なわ
れた。また昭和二十八年の一月から五月までは、故藤井甚太郎先
生
の
古
稀
祝
賀
事
業
の
事
務
局
と
も
な
り
、
学
界
著
名
の
諸
学
者
の
来
室
も
多く、毎晩十時頃まで部屋の電灯は消えなかった。この部屋に出
入りした当時の学生諸君のなかには・・；・と思いをめぐらすと、そ
の
人
そ
の
人
に
よ
っ
て
、
ド
ア
の
ノ
ッ
ク
の
仕
方
が
違
っ
た
り
、
講
義
に
出
て
行
か
れ
る
と
き
の
先
生
方
の
後
ろ
姿
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。
と
に
か
く
こ
の
木
造
の
研
究
室
は
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
十
七
日
午
後
一
時
頃
、
図
書
館
員
が
来
室
し
て
、
「
こ
の
建
物
を
壊
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で、図書などを一時預かりますからよろしく」とのこと。先生方
に緊急連絡をして、二十一日大学院二○四号室の片隅に助手の机
と、必要書類を移したことによって姿を消してしまった。このよ
うな移転からはじまって、現在の第二・五十八年館の位置に建て
られた仮小屋へ、さらに第二講堂（現在のサークル棟のあたり）
へと、さすらいの旅に出ることになる。筆者の助手時代六年間の
大半はこのさすらい時代であった。第二・五十八年館三階の真新
しい研究室には、次の安岡助手（現教授）が就任した。史学科自
体も二部から一部へ移行するなど、転換期に入ることになる。筆
者も昭和三十一一一年一一一月末に退職した。早いものでもう一一一十年を経
過したことになる。
（旧制学部一回卒業本学第二教養部教授）
法
政
史
学
第
四
十
号
大
森
賞
過
ぎ
去
っ
た
光
陰
は
す
で
に
三
十
年
。
い
ま
当
時
を
想
い
起
せ
ば
、
一
瞬
の
感
が
あ
る
。
書
架
に
並
ぶ
一
群
の
古
び
た
ノ
ー
ト
は
、
過
ぎ
し
日
の
諸
先
生の講義の有様をまざまざと私に蘇らせる。時には和服姿で教室
に
来
ら
れ
た
藤
井
甚
太
郎
先
生
の
明
治
維
新
史
、
板
沢
武
雄
先
生
の
日
本
仏
教史、雄弁で詳密な丸山忠綱先生の日本史概説や史籍解題、痩身
に
似
ず
骨
太
の
思
想
を
持
っ
た
竹
内
直
良
先
生
の
キ
リ
ス
ト
教
史
、
物
静
か
な
河
原
正
博
先
生
の
東
洋
史
概
説
、
さ
ら
に
大
学
院
で
ば
児
玉
幸
多
先
生
の
歴
史
地
理
、
「
史
記
」
を
読
ん
だ
関
野
雄
先
生
の
東
洋
史
学
演
習
、
丸
山
先
生の日本史学原典研究など、とりわけ板沢先生の蘭学史と岩生成
一先生の蘭学史、鎖国論、日本関係西籍解題、日欧交渉史の諸講
義、Ｃ・Ｒ・ボクサーの貝］目６．日己凋己の旨］各自言の輪講な
どは、自然科学系の大学を卒業して研究上の必要から史学の研究
法を学ぼうとしていた私に、大きな示唆を与えてくれた。この他
にも両先生は、文字通りのサービスでオランダ語の手ほどきをさ
れたｂ板沢先生のそれは直ちにファン・クレフェンスの『国際法
から見た日蘭関係史』（本書を一九七九年オランダに留学した際
に
古
書
店
で
入
手
し
た
こ
と
も
何
か
の
因
縁
で
あ
ろ
う
か
）
の
一
節
や
西
周・津田真道両名の渡蘭関係文書のタイプ刷りを読ませるという
実戦型であり、岩生先生のそれは初歩の文法から始めて、時折オ
ランダ語での一問一答を交えながら、一応の水準まで進むという
思
い
だ
す
ま
ま
に
一八八
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正
統
型
の
違
い
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
。
こ
う
し
て
昭
和
二
十
七
年
～
三
十
七
年の板沢、同三十八年～四十六年の岩生両先生の専任教授の時代
に、法政大学における蘭学史と海外交渉史研究の伝統が形成され
たのであった。
この伝統形成の最初の顕著な事件は、板沢先生の主唱で昭和三
十六年八月に法政蘭学研究会（〆そく－は片桐一男、向井晃、安
岡昭男および筆者。後に黒江俊子が加わる）が結成されたことで
あ
り
、
会
員
は
直
ち
に
和
蘭
風
説
書
の
収
集
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
板
沢
先
生
の
既
刊
の
研
究
を
増
補
し
、
完
成
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
翌
年
同
先
生
が
没
せ
ら
れ
た
後
、
同
会
は
岩
生
先
生
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
風
説
書
の
収
集
も
原
点
か
ら
再
出
発
さ
せ
て
組
織
的
系
統
的
と
な
り
さ
ら
に
研
究も並行して行なわれた。その成果が椥政胴学孵究飴編『和蘭風
説書集成』上下一一巻として刊行されたのは、昭和五十一一および五
十四年であって、会の発足から十八年の歳月を隔てている。この
間いくつかの障害があった。学生運動が激化した頃、大学構内に
会員が集まって作業するに適当な室がないという事態に陥ったの
で、夏期休暇の一時期渋谷の岩生先生宅を拝借して作業を続行し
たことがあった。初めの二日間指導された後軽井沢へ一戻られる折
に、必要な日数だけ自由に先生宅を使うよう仁と言われて鍵を私
に託されたことがあった。われわれは十日程留守宅で予定どおり
作
業
を
行
な
っ
た
。
や
が
て
新
宿
駅
南
口
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
家
庭
ク
ラ
ブ
会
館に私が交渉してロッカーを借用して参考文献や原稿を保管し、
同館の一室において定期的に会合できるようになってこの事態は
解
消
し
た
が
、
こ
の
時
ほ
ど
岩
生
先
生
の
人
を
信
頼
す
る
こ
と
が
厚
い
こ
と
田
じ
い
Ⅲ
］
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
先生はまた一面では、柔軟な態度ではあるが自説を通す剛の性
も持っておられる。大学卒業以来現在までの激動の時代を実証史
学一筋で通してこられたことによってもそれは窺えるが、私はそ
の態度を眼前に見る機会を持った。財団法人日蘭学会の創立準備
会議が．ハレスホテルで行なわれ、その席に私は陪席したが、オラ
ンダ側代表のベルフスマ大使その他、日本財界代表の有吉義弥日
本郵船会長その他に伍して日本学界代表として緒方富雄蘭学資料
研究会々長とともに出席された先生は、英語で進められる会議を
物静かに聞きながら時折可否をはっきりと答え、事務局の構成、
予定すべき学界事業の問題については意見を強く主張され、先生
の
意
見
に
従
っ
て
事
が
決
着
し
た
。
こ
の
時
は
大
学
の
教
壇
で
は
見
る
こ
と
ができない先生の一面を見る思いがしたが、未だにこの会議の模
様を忘れることができない。日蘭学会は、先生が理事長に就任し
て、昭和五十年一月に発足したが、先生の推薦を受けて私も事務
局に関係することになった。その学術叢書第一として和蘭風説書
集成を刊行することとなった際、先生とも相談の上、緒方富雄理
事その他関係者にそれ迄の経緯を説明して、日蘭学会の四文字と
ともに法政蘭学研究会の七文字を角書に付けることについて奔走
し
た
こ
と
も
、
今
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
岩生先生はその御専攻の故に多数の未刊欧文史料や洋書を活用
され、講義や史学会の行事のあい主に学生に対して極力洋書を読
むことを説かれた。これは先生の立場からすれば当然のことであ
るが、さらに広く一般の学生にも日本史を国際的視野から考察ざ
一八九
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せようとの配慮からであった。また法大在任中、年頭の請書始に
「近世日本の海外貿易」について進講（昭和三十九年）、日本学士
院会員への選任（同四十年）、朝日文化賞受賞（同四十一一一年）、勲二
等瑞宝章に銭勲（同四十五年）、オランダ国女王からオランエ・ナ
ッ
サ
ウ
勲
章
コ
マ
ン
ダ
ー
章
を
授
与
ざ
る
（
同
四
十
七
年
）
と
い
う
慶
事
や
古
希
、
喜
寿
、
傘
寿
の
祝
宴
な
ど
、
教
え
子
た
ち
が
祝
い
の
席
を
設
け
る
機
会
は
何
回
も
あ
っ
た
が
、
い
つ
も
そ
う
し
た
こ
と
を
固
辞
さ
れ
、
私
の
記
憶
には、学士院会員に選任された折の私学会館での小宴、オランダ
か
ら
の
銭
勲
の
際
の
緒
方
富
雄
先
生
と
併
せ
て
の
祝
宴
、
最
近
で
は
昨
年
十
二月の『続南洋日本町の研究』の出版祝賀会があるの糸で、比較
的
地
味
で
あ
る
。
あ
る
年
の
夏
休
永
に
軽
井
沢
の
別
荘
を
訪
れ
た
折
の
雑
談
のうちにその理由を尋ねたところ、皆に迷惑をかけたくないしま
た
派
手
な
こ
と
は
好
ま
な
い
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。
ま
た
昭
和
四
十
四
年
に、先生と岡田信子、武田万里子、長尾政憲、根岸敏、福川一徳
の
諸
君
と
私
と
で
京
都
・
奈
良
・
天
理
へ
史
蹟
見
学
の
旅
を
し
た
こ
と
が
あ
った。どこの宿であったか時間のつごうで先生が入浴中のところ
へ、失礼ではあるが私が後から浴場へ赴かざるを得ないことにな
った。洗い場に居られる先生に背中を流しましょうかと問いかけ
たところご返事がなかったので再度尋ねたら、その時はやや大き
な声で「そういうことは結構です」と答えられた。あれを思いこ
れを思うと、先生には遠慮深いところがあるように思える。
これに反して研究特に書籍や史資料の購入整備に関してはひじ
ょうに熱心で現在でもそれは変ることがなく、昨年オランダ滞在
中の私のもとへ、先生が〈－グの新しい公文書館の写真を必要と
法政史学第四十号
法
政
大
学
史
学
科
に
学
ん
で
丹
治
健
蔵
私が創設後間もない法政大学第二文学部史学科に新制三年生と
して編入学したのは昭和一一十五年四月のことであった。旧制の法
大専問部政治経済科を卒業したあと、敗戦国となった日本の歴史
をもう一度見直してゑたいと考えたからである。その当時は、ま
だ空襲で焼けた校舎が復旧されておらず、大学に隣接していた嘉
悦学園の校舎を夜間だけお借りして、そこで授業が行われてい
た。やや小柄ではあるが眼光紙背に徹するような藤井甚太郎先生、
歌舞伎の名優のように堂々とした丸山忠綱先生、重厚朴とつな周
藤吉之先生、貴公子のような関野雄先生、やさしいまなざしの和
田久徳先生、そして礼儀正しく・くり．くりとした竹内直良先生など
が専任教授として、それぞれ興味あふれる名講義を展開されたの
し
て
い
る
旨
を
拙
宅
か
ら
知
ら
せ
て
来
た
の
で
、
余
暇
を
見
て
写
真
を
撮
り
帰
国
後
御
自
宅
迄
お
届
け
し
た
が
、
こ
れ
を
以
て
し
て
も
そ
の
研
究
心
が
旺
盛
な
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
先
生
に
関
す
る
思
い
出
は
多くあるが、別の機会を待つことにしたい。最後に、先生は法政
大学でわれわれより若い世代に蘭学史・対外交渉史専攻者を何人
か育成されたのち退職され、現在は神奈川県三浦市三崎に転居さ
れて悠々自適の日々を送られて居ることを付記しておく。
（第二教養部教授・昭和四三年度院修了）
一九○
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で、真冬でも寒さも忘れて一生懸命仁ノートを取ったことが懐し
く想い出される。そして講師の先生方も、当時は東大教授の岩生
成
一
先
生
を
は
じ
め
学
界
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ム
パ
ー
で
、
他
大
学
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
陣
容
で
あ
る
と
ひ
そ
か
に
誇
り
に
思
っ
ていた次第である。
史学科に在学中、ちょうど入学して間しない四月二十四日（月）
に
嘉
悦
学
園
の
教
室
で
結
成
さ
れ
た
法
政
大
学
史
学
会
の
学
生
委
員
と
な
っ
て
、
現
在
の
学
生
会
館
の
位
置
に
あ
っ
た
木
造
の
旧
第
二
講
堂
に
お
い
て
開
催された公開講演会や史跡見学会、そして史学会の事務などを一
生
懸
命
に
お
手
伝
い
し
た
の
も
、
先
生
方
の
お
人
柄
と
熱
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
や
が
て
二
年
間
と
い
う
短
い
学
生
々
活
を
終
わ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
も
今
は
無
き
木
造
の
研
究
棟
の
一
室
で
、
ク
ラ
ス
の
一
人
ひ
と
り
が
先
生
方
か
ら
卒業論文など中心とする面接試験を緊張した気持で受け、お叱り
を受けたり、励まされたりしたことが、史学科の良い伝統になっ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
昭和二十七年四月から小田急線沿線の玉川学園に勤務すること
になったが、その就職試験に際し、藤井先生が毛筆で認めてくだ
さった推せん状をもって行ったところ、その真撃な名文をご覧に
な
っ
た
小
原
園
長
の
表
情
が
微
妙
に
変
化
し
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
四
年
間
、
玉
川
学
園
の
教
員
生
活
を
経
て
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
に再び大学院修士課程に入学し、昼間は教員、夜間は学生という
きびしい生活に入った。その当時は藤井甚太郎・板沢武雄両先生
共にご健在で、多士済☆の院生と一体となった授業は明るく活気
思
い
出
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
また、大学院に入学してから近世利根川水運史の研究を志し、
板沢先生のご指導で史料採訪をはじめていたが、ちょうど三年生
として在学中の昭和一一一十三年十月からあの独特の天然ウェーブの
髪型をした児玉幸多先生がはじめて法政大学の兼任教授となられ
て
お
見
え
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
新
刊
の
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
講
義
を
進
め
ら
れ
た
の
で
、
交
通
史
専
攻
の
私
に
とっては大変参考になったが、それにも増して放課後に利根川水
運関係の史料をお見せしていろいろと助言を頂いたり、難解な古
文
書
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
り
し
た
こ
と
が
幸
い
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
板
沢
・
児
玉
両
先
生
の
卒
業
面
接
を
受
け
て
、
当
時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
あ
の
大
学
院
棟
と
も
別
れ
を
告
げ
た
が
、
そ
の
後
板
沢
先
生
の
ご
推
せ
ん
で
『
歴
史
地
理
』
九
○
巻
一
号
に
「
利
根
川
舟
運
の
展
開
」
と
い
う
テーマの論文を発表することができたのである。
やがて昭和三十九年四月から四十二年一一一月まで史学科の助手と
して史学研究室（第二弟年館三階）で勤務することになった。ち
ょ
う
ど
史
学
科
が
夜
間
か
ら
昼
間
に
切
り
替
わ
っ
た
時
期
で
、
そ
の
頃
の
学
生は男女共に明るく個性豊かであったように思われた。授業の合
間
に
は
狭
い
研
究
室
に
大
勢
押
し
か
け
、
丸
山
先
生
や
河
原
先
生
の
机
ま
で
占領して勉強したり、話し合ったりのありさまであったが、先生
方
は
嫌
な
顔
を
一
つ
も
見
せ
ず
に
よ
く
学
生
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
に
は
敬
服
し
た
。
私
も
及
ば
ず
な
が
ら
学
生
と
近
世
古
文
書
の
講
読
会
をつくって一緒に勉強したり、コン．〈を開いて気勢をあげたりし
て
い
た
が
、
そ
の
学
生
中
心
の
研
究
会
が
今
日
ま
で
二
十
年
間
も
続
い
て
い
一
九
一
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る
の
に
は
感
心
し
て
い
る
。
私
が
助
手
と
な
っ
て
か
ら
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
の
は
史
学
会
で
あ
っ
た。『法政史学」のほかに「史学会だより」なども芥川・安岡両先
生のご協力により年四回まで発行することができた。これらの刊
行物を学生諸君と一緒にたびたび麹町郵便局まで運んで行き、料
金別納のスタンプを押して発送したことが想い出される。
当時の法政大学史学会会長は主任教授の岩生成一先生で、総会
・例会・大会や見学会なども参加者が多く、総会の講演会には卒
業生の村上直先生（当時駒沢女子短期大学教授）にもご出馬をお
願いしてなかなかの盛況であったと記憶している。
私
の
助
手
時
代
は
博
士
課
程
に
在
学
し
、
勤
務
の
合
間
に
大
学
院
の
授
業
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
再
び
児
玉
先
生
の
講
義
を
聴
講
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
鋭
い
質
問
に
ひ
や
汗
を
か
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
が
、
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
研
究
に
つ
い
て
の
相
談
に
乗
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
ま
こ
と
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
当時、学部では藤本孝一・山本光正両君たちも児玉先生の「地
方史学」を受講していたが、それら諸兄の話によると、やはり質
問
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
先
生
に
近
い
前
方
の
席
は
ふ
ん
な
が
敬
遠
し
て
空
い
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
授
業
は
緊
迫
し
、
実
り
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
先
生
方
も
ゑ
ん
な
張
り
切
っ
て
授
業
を
し
て
お
ら
れ
た
様
子
で、放課後学生が研究室にきて講義の内容や先生方の講評をして
い
る
の
が
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
わ
れ
た
。
私は昭和四十二年三月で助手の任期満了となり、後任の森睦彦
法
政
史
学
第
四
十
号
さ
ん
に
事
務
を
引
き
継
い
で
兼
任
講
師
に
し
て
頂
い
た
が
、
そ
の
後
昭
和
四
十
八
年
四
月
法
政
大
学
の
教
授
に
な
ら
れ
た
豊
田
武
先
生
な
ど
の
後
援
も
あ
って山本光正・渡辺和敏両君や私のゼミに出席していた平川新君
な
ど
と
共
に
少
人
数
な
が
ら
法
政
大
学
交
通
史
研
究
会
を
つ
く
っ
て
勉
強
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
が
母
体
と
な
っ
て
今
日
の
児
玉
先
生
を
会
長
と
す
る
交
通史研究会に発展したといっても過言ではないであろう。
こ
れ
ま
で
法
政
の
卒
業
生
は
、
児
玉
先
生
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
を
頂
い
て
い
た
が
、
先
生
の
古
稀
と
喜
寿
の
お
祝
い
に
際
し
、
吉
川
弘
文
館
の
ご
好
意
に
よ
り
『
日
本
近
世
交
通
史
研
究
』
な
ら
び
に
『
日
本
近
世
交
通
史
論
集
』
と
い
う
二
冊
の
論
文
集
を
交
通
史
研
究
会
の
メ
ム
パ
ー
と
一
緒
に
発
刊
し
、
お
贈
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る。私
が
昭
和
二
十
五
年
四
月
法
政
大
学
史
学
科
に
入
学
し
て
か
ら
今
日
ま
で、かれこれ四十年近い歳月が流れてしまったが、〃良き師良き
友
集
い
結
く
り
川
と
い
う
大
学
校
歌
の
歌
詞
に
も
あ
る
と
お
り
、
法
政
大
学
史
学
科
に
学
び
良
き
師
良
き
友
に
巡
り
会
え
た
こ
と
が
、
私
の
人
生
に
と
っ
てまことに幸せであったと有難く感謝している次第である。
（元史学科非常勤講師・昭和四二年度院修了）
「
戦
後
」
は
終
わ
っ
た
と
か
終
わ
ら
な
い
と
か
言
わ
れ
出
し
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
、
法
政
大
学
文
学
部
旧
制
一
期
生
が
在
学
し
た
昭
和
二
十
二
あ
る
旧
制
期
生
の
思
し
出
九石
渡
隆
之
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～二十五年は、まさにその「戦後」の真最中だった。というより
は、占領軍が闇歩する日本はまだ「戦中」の続行のような感すら
あった。もちろん、そのときは、戦争が終わったという時間的意
味での戦後という思い（それはもう戦死をする心配がなくなった
という個人的な思いと重なっていた）はあったが、後に意義づけ
られたような政治的・経済的・社会的意味での「戦後」という認
識はなかった。
戦時中、大学における文科系の学科は事実上廃止され、学びた
くとも戦後は勤労学生を迎える適当な大学は見当たらなかった。
自学自習しようにも書物の入手がたいへんだった。新刊書が出る
と本屋の前に行列ができるという活字に飢えた時代だった。もち
ろん、書物どころではなく、その前に「食」という大問題が控え
て
お
り
、
焼
野
が
原
の
東
京
そ
の
他
の
都
市
で
は
「
住
」
の
問
題
も
ま
た
緊
急事であったことは、体験者たらずとも周知のことであろう。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
法
政
大
学
文
学
部
地
歴
科
学
生
募
集
の
新
聞
広
告
を
見
た
。
昭
和
二
十
二
年
の
、
本
来
な
ら
新
学
期
が
始
ま
っ
て
い
る
は
ず
の
四
月
の
末
か
五
月
に
は
い
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
試験勉強も何もせず（する余裕もなく）、前後の見境いもなく
受験願書を提出した。はっきり覚えていないが筆記試験は地歴と
英
語
、
そ
れ
に
面
接
試
問
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
恐
ら
く
今
だ
っ
た
ら
と
て
も
合
格
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
そ
れ
は
自
己
採
点
で
も
明
ら
か
で
あ
った）。それが試験官の採点ミス（失礼）か、ふしぎに入学する
ことができた（感謝）。語学はだめだったが史学だからよかった
のかなどと、しゃれにもならない理屈をつけて苦笑した。
思
い
出
入学はしたが通学がたいへん。当時の国鉄はスピードが遅く、
運転本数も少ない。もちろん設備などはすこぶる悪い。遠距離通
学のわが身は徒歩。乗換を含めて片道三時間近くかかった。
学生の年齢はまちまち。二十代、’一一十代が多かったようには思
うが、中には教授より年長の堂々たる社会人もいた。
服
装
も
ハ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
。
と
い
っ
て
も
華
や
か
と
い
う
意
味
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
古
着
ま
が
い
の
縁
の
す
り
切
れ
た
背
広
な
ど
は
ふ
つ
う
（失礼ながら某有名老教授（故人）がそうであった）。復員兵と
すぐ知れるカーキ色の軍服が多く、旧海軍士官の紺色の服などは
上
等
の
方
で
あ
っ
た
。
履
物
も
軍
靴
が
多
く
、
中
に
は
下
駄
履
き
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
臨
時
に
使
用
し
た
嘉
悦
学
園
校
舎
の
教
室
は
板
張
り
だ
っ
た
の
で、とくに上履きが必要であった。
教
室
は
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
た
が
、
時
間
割
に
よ
っ
て
は
そ
の
嘉
悦
に
行
っ
たり、六角校舎のラセン階段を上下した。
それでも夏はまだよかった。冬になると教室に火の気はなく、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
本
校
舎
の
床
は
冷
え
冷
え
と
し
て
、
そ
れ
が
空
腹
を
刺
激
した。教室内でのオーバー着用が黙認されていたが（実際には、
教室の後方着席者の糸が控え目に着用していた）、素手の指先は
冷たく、かじかんだ手に息を吹きかけながら夢中でノートをとっ
た。そのノートがまたひどい。いわゆる大学ノートは紙質が悪
く、鉛筆に少し力を入れると破れ、インクではにじむ。また教科
別にノートを用意すると何冊かを必要とするので無駄が多く（教
科によっては半分も未使用に終わる場合があった）、ために一枚
ずつバラの用紙に筆記してはクリップで止め、完結したところで
九
Hosei University Repository
少し厚手の表紙をつけるという方法も考えた。
昭和二十一一一年四月、二年目に進んだとき、クラスは地理と歴史
に
二
分
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
史
学
科
は
正
し
く
は
「
地
理
歴
史
学
科
（
歴
史
専
攻）」となった（もっとも、その正式呼称を知ったのは学年末、成
績通知書を受領したときであるが）。二分されたクラスはいずれ
も
五
十
人
に
満
た
ず
、
小
教
室
で
の
講
義
は
静
か
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
た。四月下旬から夏時刻法が施行されて、まだ明るいうちから夜の
授
業
が
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
若
き
日
の
ヘ
ン
サ
ム
な
独
身
教
授
、
丸
山
忠
綱
先
生
が
、
さ
っ
そ
うと教壇に立たれたのもこのときであった。
二
学
期
を
過
ぎ
る
と
卒
論
と
い
う
声
が
チ
ラ
ホ
ラ
聞
こ
え
出
し
、
休
日
を
利
用
し
て
は
図
書
館
へ
行
っ
た
り
、
先
生
の
宅
へ
押
し
か
け
て
ご
教
示
を
仰
い
だ
り
し
た
（
も
ち
ろ
ん
、
休
日
に
は
「
食
糧
買
出
し
」
と
い
う
最
重
要
事
を
優
先
さ
せ
た
上
で
）
。
テ
ー
マ
も
き
ま
っ
て
い
な
い
学
生
に
、
先
生
も
さ
ぞ
苦
笑
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
、
今
に
な
っ
て
思
い
当
た
る
ふ
し
が
あ
る
。
そして最後の三年目は、授業のほかはその卒論執筆に集中する
こととなる。
当
時
、
適
当
な
史
料
が
手
近
に
あ
る
わ
け
で
な
し
、
書
物
に
ふ
え
る
不
正
確
な
活
字
の
内
容
を
確
か
め
る
ぺ
く
東
大
の
史
料
編
纂
所
に
数
回
通
っ
た
。
と
い
っ
て
も
自
由
に
閲
覧
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
母
校
教
授
の
紹
介
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ミ
ミ
ズ
の
の
た
く
っ
た
よ
う
な
毛
筆
の
文
字
を
目
で
追
っ
て
い
る
と
、
居
合
わ
せ
た
親
切
な
老
教
授
が
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
く
だ
さ
っ
たので、それを逃さず筆記し、再び原文書と突き合わせて確かめ
法
政
史
学
第
四
十
号
る
と
い
う
作
業
を
し
た
。
や
が
て
学
年
試
験
も
終
わ
り
、
卒
論
の
面
接
試
験
が行われた。先生方数人対学生一人ずつ。緊張を解くようにと言
われるが、試問を受ける方はそうはいかない。矢継早の質問に、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
も
な
か
な
か
答
え
ら
れ
な
い
で
い
る
と
、
担
当
の
教
授が上手に助け舟を出してくださったりした。
そしてどうやら卒業できる日がきた。昭和二十五年一一一月末日で
あった。もっとも卒業証書の日付は二月一一十三日となっている。
悲しいことに総長の野上豊一郎博士が逝去されたのが二月二十四
日
と
の
巾
で
、
そ
の
生
前
を
し
の
ん
で
卒
業
証
書
の
日
付
を
繰
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わが卒業証書の番号は一ケタの第四号、これは旧制文学部史学
科（略称）第一期生の厳然たる証明である。四号はもちろん卒業
生氏名の五十音順。日本人は、えてして四の字を忌むきらいがあ
るが、わが証書のそれは、歴史の史にかけ、かつ不動の四番バッ
タ
ー
と
し
て
誇
り
た
い
。
（旧制歴史専攻・昭和二四年度卒業）
上
原
邦
一
一
年
間
で
史
学
科
を
卒
業
す
る
。
そ
ん
な
高
ぶ
っ
た
気
持
で
、
中
学
校
教
員
を
や
め
て
上
京
し
た
の
は
、
昭
和
二
九
年
の
二
七
歳
の
春
で
あ
っ
た
。
通
信
で
単
位
だ
け
は
、
教
職
も
含
め
百
二
十
ほ
ど
に
達
し
て
い
た
か
ら
、
通
学
一年と語学など若干と、卒論が必要であったからである。
馳
け
足
史
学
生
一九四
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上京を決めたのが》前年の忘年会の頃》｜月には上京して尊敬
す
る
小
西
四
郎
先
生
を
、
史
料
編
墓
所
に
た
ず
ね
た
り
し
た
。
先
生
か
ら
法
政
の
史
学
は
昼
間
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
と
い
わ
れ
て
戸
惑
っ
た
が
、
昼
間
は
僕
の
所
へ
き
て
勉
強
す
る
が
い
い
、
史
料
が
あ
る
か
ら
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
った。通教事務の年輩の方は、仕事を続けたほうがいい、遅れて
も
一
～
二
年
で
卒
業
で
き
る
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ん
だ
。
だ
が
麹
町
の
郷
党
の自治寮、「千曲寮」は入寮可通知をくれた。よし上京と決めたの
は二月、入試に立ち向う生徒を励まし、全員合格きせ数年の務め
を
や
め
た
。
短
気
だ
っ
た
と
後
悔
し
た
の
は
、
翌
年
の
職
探
し
で
あ
っ
た
。
手
続
き
は
済
ん
で
も
、
四
月
は
休
講
つ
づ
き
で
あ
っ
た
。
仕
方
な
し
に
東
大
史
料
編
纂
所
に
通
っ
た
。
小
西
先
生
は
、
ま
ず
読
ゑ
た
い
資
料
の
目
録
作
り
を
せ
よ
と
い
わ
れ
、
史
料
閲
覧
の
た
め
の
証
明
書
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
。
明
け
て
も
暮
れ
て
も
、
目
録
づ
く
り
の
単
調
な
日
々
が
六
月
い
っ
ぱ
い
く
ら
いつづいた。
学
校
の
講
義
が
始
ま
っ
た
の
は
、
四
月
も
下
旬
だ
っ
た
と
思
う
。
う
こ
さ
く
ん
竹内直良先生の右顧左胴なしの西洋史は、胸が透く韮叩りであっ
た
。
東
洋
史
の
河
原
先
生
は
、
微
に
入
り
細
に
入
る
講
義
で
、
ノ
ー
ト
な
ど
しない者には関連さえ忘れる内容があった。古文書学の石井進先
生
の
解
読
に
悩
ま
さ
れ
、
抄
影
を
求
め
に
品
川
の
史
料
館
ま
で
出
む
い
た
り
し
た
。
拓
本
実
習
は
士
器
片
で
一
～
二
回
だ
っ
た
が
、
斎
藤
忠
先
生
の
講
義
は、専攻を考古にしようかと思う魅力があった。小西先生も来て
お
ら
れ
た
が
、
僕
の
話
は
来
な
く
も
い
い
よ
と
言
わ
れ
た
。
歯
切
れ
の
い
い
語り掛けと、明確な資料分析を数回は、そっと片隅に寄ってノー
ト
し
た
。
熊
と
あ
だ
な
し
た
丸
山
忠
綱
先
生
は
、
教
室
を
一
巡
し
つ
つ
の
講
思
い
出
義であった。長野市からスクリーングに来た君と》丸山先生宅を
訪
問
し
て
、
長
野
の
付
属
小
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
伺
っ
た
り
し
た
。
ネオンの大学院、五三年館・五五年館と、大内兵衛総長の時代で
あったから、活気と新風が大学には流れていた。
二部のせいか史学研究室といっても狭く、ぼんやりと灯の点る
一
室
で
、
専
任
教
授
の
藤
井
甚
太
郎
先
生
と
お
近
付
き
願
え
た
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
夜
間
の
講
義
で
、
終
る
と
サ
ッ
と
帰
ら
れ
る
の
か
、
他
の
教
授
に
は
質
問
し
た
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
助
手
の
何
さ
ん
だ
か
が
、
ぽ
つ
ね
ん
といるだけで、何か歴史研究会に所属でもと思ったが、そんな掲
示
も
つ
い
ぞ
見
な
か
っ
た
。
宿
舎
の
千
曲
寮
ま
で
は
歩
い
て
十
分
足
ら
ず
、
空
き
時
間
や
休
講
の
と
き
は、大学院へ藤井先生をお訪ねした。維新史が専門だけに、秩父
事
件
を
卒
論
テ
ー
マ
と
し
た
自
分
に
は
、
先
生
の
ヒ
ン
ト
や
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ンは有難かった。
当時はまだ自由民権期の研究が盛んでなかったから、郷里の長
野県佐久地方から見た事件研究などなかった。やれば何か資料が
あるなという、まことに無手勝流なことであった。だが自分なり
に押せば、巡り合える感触は前々年の地元調査から持っていた。
本郷の編纂所へは、市ケ谷からお茶の水まで定期券で通い、資
料を閲覧し続けた。編纂所の先生方と時たま内地留学生ぐらいだ
ったので、調査にはもってこいの環境であった。小西先生の所へ
は、仕事の邪魔になるから、なるべく遠慮して方向だけをお聞き
に行くくらいとした。コピーなど便利な機械のなかった時代のこ
と、探す、ノートするの毎日であった。先生は聞くなら東大の講
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義も、。ハスがあるからいいだろうと言ってくださったが、これは
九
月
頃
ま
で
で
長
つ
づ
き
し
な
か
っ
た
。
蔵
書
の
多
い
図
書
館
も
、
研
究
書
や
論
文
を
見
る
に
は
便
利
で
あ
っ
た
。
地
下
の
明
治
雑
誌
文
庫
は
、
明
治
十
六
・
七
・
八
年
と
、
新
聞
に
片
端
か
ら
目
を
と
お
し
た
。
大
部
抜
書
き
の
で
き
た
九
月
頃
か
ら
は
、
上
野
図
書
館
へ
も
行
っ
て
ゑ
た。学生が多く混雑して、借出しに手間どるので、国会図書館に
かえた。館はいまの四シ谷の迎賓館で、素晴しい建物であった。
立
ち
並
ぶ
学
生
達
を
尻
目
に
、
中
国
室
に
毎
日
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
入
っ
て
資
料
を
請
求
す
れ
ば
、
ど
の
部
屋
に
い
よ
う
と
勉
強
は
で
き
た
。
大
理
石
の
豪
じゅうたん
華
な
建
物
は
絨
毯
敷
の
廊
下
で
、
正
午
は
係
員
が
シ
ロ
フ
ォ
ン
を
叩
い
て
廻
るなど優雅であった。一室ごと一坪くらいのトイレなど、さすが
赤
坂
離
宮
と
復
興
期
の
時
代
だ
け
に
印
象
深
か
っ
た
。
編纂所は後半は集中して、卒論関係の調べだけにした。資料の
係
員
か
ら
、
僕
も
法
政
の
卒
業
生
と
声
を
か
け
ら
れ
、
噸
張
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
お
茶
も
で
る
し
学
生
食
堂
も
利
用
で
き
居
心
地
は
よ
か
っ
た
が
、
単
位修得学習と卒論で、秋頃から遠のいた。たしか六大学野球で優
勝した年だと思うが、日柵りの応援席でのんびりしたのは、一Ｍ
だ
け
だ
っ
た
と
思
う
。
友
人
に
代
返
を
頼
ん
で
、
秩
父
や
埼
玉
図
書
館
に
出
掛
け
た
の
も
こ
の
頃
で、総理田代栄助辞世碑など拓本におさめた。秩父市内で資料探
う
さ
ん
か
お
し
に
麺
る
と
、
刑
事
か
な
に
か
の
よ
う
に
胡
散
顔
に
見
ら
れ
た
り
し
た
。
郷
里
に
帰
っ
て
、
佐
久
側
の
震
源
地
北
相
木
村
を
調
べ
て
も
、
口
を
閉
ざ
す
風
潮があった。まだ民権激化期は、関係者には隠せ語るなの時期で
あ
っ
た
。
長
野
・
上
田
両
裁
判
所
資
料
も
、
何
日
か
通
っ
て
抜
き
書
き
さ
せ
法
政
史
学
第
四
十
号
てもらった。資料面では、割合と開放的な時期で、今では考えら
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
史
学
研
究
室
を
た
ま
に
訪
れ
て
も
、
二
部
生
で
仕
事
持
ち
の
た
め
か
、
互
い
に
融
け
合
う
関
係
が
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
藤
井
先
生
を
訪
ね
て
、
進
行
状
況
を
お
話
し
し
て
意
見
を
い
た
だ
い
た
り
し
た
。
整
本
し
た
ら
ぶ
厚
な
卒
論
に
な
っ
た
。
調
務
局
に
提
出
し
た
あ
と
、
新
橋
演
舞
場
・
鈴
本
・
明
治
座
な
ど
と
忠
い
切
り
楽
し
ん
だ
。
面接は英語の読糸と解釈、それに史学一般についてであった。
し
ん
ら
つ
辛
辣
な
竹
内
先
生
の
西
洋
火
の
質
問
に
は
、
た
じ
た
じ
で
窮
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
途
中
で
先
生
が
タ
バ
コ
を
買
い
に
出
ら
れ
る
と
、
横
に
い
た
藤
井
先
生が二つ一一一つ形式的に質問して、卒論のまとめで苦労したから心
配
な
い
よ
と
、
安
心
さ
せ
て
く
れ
た
。
三
月
に
入
る
と
郷
里
に
帰
っ
て
、
再
就
職
で
学
校
を
廻
っ
た
。
県
の
採
用
試
験
し
な
い
頃
で
、
下
旬
に
や
っ
と
小
学
校
に
決
っ
た
。（昭和二九年度卒業）
松
原
正
道
私が、法政大学第二文学部史学科へ入学したのは昭和三十一年
だ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
十
年
余
り
、
日
本
も
国
際
社
会
に
復
帰
、
朝
鮮
戦
争を契機に経済的にも立ち直りを見せ、次第にその地位を回復す
るかに見えてきたが、総じていまだ貧しかった。従って、我々学
生も例外ではなく、大部分の者が生活の糧を得るために一所懸命
思
い
出
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働かざるをえず、なんらかの形で決った収入の道を持っていた。
そ
の
故
か
ど
う
か
分
ら
ぬ
が
、
当
時
、
史
学
科
は
夜
間
の
二
部
に
設
置
さ
れ
ており、殆んどの学生は、昼間、定職に就き、夜、大学で学ぶと
言う二足の草蛙を履いていた。仕事が忙しい時、大学へ行こうと
すると、「仕事と大学とどちらが大事なのか」と上司に言われた覚
え
が
あ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
私
も
、
八
時
の
始
業
か
ら
四
時
四十五
分
の
終
業
ま
で
油
に
主
ふ
れ
機
械
を
相
手
に
働
い
た
後
、
急いで五
時
半
の
授
業
に
出
席
す
る
べ
く
登
校
し
た
も
の
だ
。
幸
わ
い
、
職
場
と
大
学
が比較的近かったこと、職場には多くの夜学生がおり、割合に理
解
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
先
生
方
が
我
々
の
立
場
を
承
知
し
て
く
れ
て
い
た
の
か
遅
れ
て
始
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
遅
刻
を
し
た
と
言
う
記
憶
は
あ
ま
りない。
当
時
の
仕
事
の
関
係
か
ら
機
械
工
学
で
も
専
攻
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
か
も
知れぬが、製造会社の経営者になりたいと一一一一ｍう考えが、次第に、
子
供
の
頃
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
歴
史
に
傾
き
、
歴
史
の
教
師
に
な
り
た
い
と
気
持
が
固
ま
っ
て
き
て
い
た
の
で
史
学
科
へ
進
学
す
る
こ
と
に
し
た
。
受
験
に
際
し
、
幾
つ
か
の
大
学
が
候
補
に
挙
っ
た
が
、
法
政
が
そ
の
中
で
は
最
も
授
業
料
が
安
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
貧
し
い
受
験
生
に
は
大
き
な
魅
力
と
な
っ
た
。
今
日
、
受
け
入
れ
る
側
と
な
り
、
受
験
生
が
七
つ
も
八
つ
も
試
験を受け、授業料についてもあまり気にしていない様子を見て、
恵
ま
れ
た
時
代
に
な
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
さ
れ
て
い
る
。
入
学
当
日
、
自
分
の
大
学
を
見
せ
た
い
と
父
を
同
道
、
総
長
の
挨
拶
を
聞
き、自分も大学生なのだと言う気になったのが昨日のように思い
出
さ
れ
る
。
大
学
に
慣
れ
る
間
も
な
く
、
ク
ラ
ス
委
員
に
選
ば
れ
た
が
、
そ
思
い
出
れが学生自治会のものだったと分ったのは大分後になってからで
あ
っ
た
。
先
生
方
の
休
講
、
短
縮
授
業
に
対
し
、
一
時
限
当
り
幾
ら
に
な
る
と計算をし、休講になると学生はその分損をするのだから、休講、
遅刻をしないようにと大学側へ申し入れをしたことがあった。こ
れは今日でも納得がゆくので、学生に時々話をするが、「先生、た
まには休んで下さい」と半ば冗談、半ば本気で言われ、隔世の感
を味あわされている。もっとも、昼間の疲れから授業中はよく居
眠りをしたし、要求を出した自治会幹部はあまり教室で見かける
ことばなかった。
史学科では人数も少なく、特に、専門に分れてはいず、なんと
な
く
西
洋
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
私
だ
が
、
日
本
史
が
多
か
っ
た
開
講
科
目
の
大
部
分
を
受
講
、
古
文
書
の
勉
強
会
に
も
顔
を
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
関
野
雄
先
生
の
東
洋
考
古
学
、
河
原
正
博
先
生
の
東
洋
史
、
和
田
久
徳
先生のインド史、斎藤忠先生の日木考古学、日本史では和服を着
用
さ
れ
た
藤
井
独
太
郎
先
生
、
板
沢
武
雄
先
生
の
風
格
あ
る
授
業
、
精
力
的
な
丸
山
忠
綱
先
生
と
鐸
々
た
る
先
生
方
に
教
え
を
受
け
た
の
だ
な
と
思
い
出
さ
れ
る
。
五
千
年
の
歴
史
に
魅
か
れ
た
の
と
、
若
気
の
い
た
り
で
、
日
本
史
よりなんとなく恰好が良いと西洋史に傾き今日に至っている私に
と
っ
て
、
竹
内
蔵
良
先
生
の
西
洋
史
、
キ
リ
ス
ト
教
史
は
興
味
深
か
っ
た
。
今日、学生と聖書を読むこともあるが、もっとあの時一所懸命勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
中
村
英
勝
先
生
は
日
本
西
洋
史
学会で毎年お姿を拝見、曽て、お話をしたことがあるが御記憶に
おありかどうか。
四年生になり卒業論文を書くと一一一一円うことになり、かねがね興味
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を
持
っ
て
い
た
中
近
東
の
国
際
関
係
を
と
思
い
ス
エ
ズ
運
河
に
つ
い
て
執
筆、本人としてはできるだけ良いものをと必要な単位を全て取っ
た後論文に専念すると言う理由で卒業を一年延ばしてやったのだ
が
、
結
果
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
。
口
述
試
問
の
際
、
竹
内
先
生
か
ら
．
寸
誤
字
が
気
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、
特
に
、
発
展
の
展
の
字
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
機
会
あ
る
毎
に
注
意
し
て
いると意外に間違っている人がいたので、自分だけではないと変
な
と
こ
ろ
で
安
心
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
だ
。
奇
し
く
も
拙
文
を
書
い
て
い
る
今
日
、
我
が
大
学
で
は
卒
業
論
文
の
提
出
日
で
、
今
後
、
昔
の
自
分
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
史
学
科
創
立
五
十
周
年
だ
そ
う
だ
が
、
私
が
学
ん
だ
の
は
戦
後
の
混
乱
が
お
さ
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
と
は
言
え
、
先
生
方
、
学
生
も
な
に
か
と
大
変
で
あ
っ
た
。
繁
栄
の
世
に
生
き
て
い
て
平
和
の
大
切
さ
を
通
感
し
て
い
る
。
最
近
、
年
と
と
も
に
日
本
史
を
専
攻
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
り
、
日
本
人
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
法
政
の
史
学
科
で
の
日
本
史
の
多
い
授
業
の
故
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。
（昭和三五年度卒業）
中
野
清
徳
私は昭和二十三年四月、高等師範部歴史地理科に入学、二十六
年
四
月
史
学
科
に
編
入
、
二
十
八
年
三
月
卒
業
の
法
政
五
年
間
の
学
生
生
活
で
し
た
が
三
十
余
年
も
前
で
記
憶
が
錯
綜
し
て
い
て
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
法
政
史
学
第
四
十
号
思
い
出
が、思つくままに述べます。
敗戦後の何もない時代、衣・食・住、総てが不足し不便を極め
た時代です。伯父を頼って上京したのに戦災でその家族で満員、
住
む
処
が
無
け
れ
ば
通
学
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
大
変
困
っ
た
。
漸
く
知
人
（恩人）のお世話で慈恵医大附属病院の一室に慈恵会なるものが
あ
り
、
そ
の
留
守
番
役
と
い
う
こ
と
で
は
住
込
む
こ
と
が
出
来
て
有
り
難
か
った。次に食と言っても現在のように外食の便など殆んどなく、
これも病院に頼象心配が無くなったが時には学校の帰りが遅くな
り
締
め
出
さ
れ
食
事
が
出
来
な
い
事
も
あ
っ
た
。
次
第
に
病
院
の
先
生
方
と
も
親
し
く
な
り
、
ｏ
先
生
に
進
駐
軍
専
用
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
と
き
、
ビ
ー
ル
と
ウ
イ
ン
ナ
・
ソ
ー
セ
ー
ジなるものを戴き進駐軍はこんな美味なものを食ってるのかと羨
ましく思った。学校の帰り駅前などで安酒を立ち飲永してる日本
人と比較し多感な当時の私には何んとも遣り切れなかった。着る
物
も
同
様
、
戦
時
中
か
ら
点
数
制
で
あ
り
、
一
人
一
年
間
に
都
市
部
一
○
○
点、郡部八○点、背広一着は五○点、ワイシャツ十二点など二十
六年四月の廃止まで、その点数が無くなれば何も買えない。生活
総てが現在の豊かな日本からは想像出来ない、隔世の感がありま
す。当時を思い出す資料がないかと捜したら、昭和二十六年度文学
部史学科三年学友名簿が出てきた。それによると私達三回生は入
学時は四十名、その中で二十五名が教諭であり他にも学校関係の
職にあった人が数名居る。その名簿には教授・講師先生の名も記
されてある。たまたま今回戴いた「法政大学史学科・地理学科の
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半
世
紀
」
記
念
誌
の
二
二
八
頁
に
藤
井
甚
太
郎
先
生
、
竹
内
直
良
先
生
、
丸
山
忠
綱
先
生
と
ご
一
緒
の
記
念
写
真
を
拝
見
し
、
先
生
方
の
お
声
、
嘉
悦
学
園の校舎、授業中の停電等々当時が大変懐しく思い出されます。
し
か
し
今
に
な
る
と
名
簿
と
同
級
生
の
顔
が
一
致
し
な
い
の
が
、
も
ど
か
し
くてなりません。
恩
師
と
の
幾
つ
か
の
思
い
出
の
中
で
斎
藤
忠
先
生
に
つ
い
て
。
卒
業
論
文
の
資
料
を
少
し
で
も
多
く
得
た
い
も
の
と
焦
っ
て
い
た
頃
、
先
生
が
平
泉
の
無
量
光
院
を
発
掘
調
査
さ
れ
る
事
を
聞
き
、
無
理
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
事
が
あ
る
。
発
掘
の
方
法
も
知
識
も
無
い
私
を
先
生
は
よ
く
許
可
さ
れ
た
と
今
でも思っている。発掘の詳しい事は忘れたが、先生を中心に、東北
大
学
、
地
元
、
岩
手
大
学
の
先
生
、
学
生
も
参
加
し
て
開
始
さ
れ
た
。
一
見
小
高
い
丘
に
松
林
、
周
囲
は
水
田
、
こ
ん
な
処
か
ら
何
が
解
明
さ
れ
る
の
か
最
初
は
全
然
分
ら
な
か
っ
た
。
測
量
が
行
わ
れ
発
掘
が
進
む
に
つ
れ
敷
石
が
現れ、土器や柱の飾り金具などが発見された。その金具を最初に
発
掘
し
た
の
が
私
だ
っ
た
の
で
岩
手
新
聞
？
に
写
真
が
出
た
事
な
ど
思
い
出
深
い
も
の
が
あ
る
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
藤
原
三
代
秀
衡
の
建
立
し
た
無
量
光
院
は
、
宇
治
の
平
等
院
を
模
し
た
と
い
わ
れ
、
平
等
院
は
「
極
楽
い
ぶ
か
し
く
ぱ
、
宇
治
平
等
院
を
見
よ
」
と
い
わ
れ
て
、
さ
な
が
ら
地
上
の
極
楽
と
考
え
ら
れ
た
。
発
掘
の
結
果
そ
の
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
平
等
院
よ
り
や
や
大
型
に
な
っ
て
い
て
、
四
方
池
を
め
ぐ
ら
し
て
「
浮
御
堂
」
の
形
を
と
り
、
秀
衡自身ここに極楽往生のための絵を壁にかいたといわれるが、そ
れは後日分ったことで、私は一一一日間だけ参加して途中で帰ったの
だが、先生は最後の日に先生方の宿で私に夕食をご馳走して下さ
っ
た
事
を
、
あ
の
食
糧
難
の
時
代
に
と
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
深
く
感
謝
思
い
出
川
岸
宏
教
昭
和
三
十
三
年
四
月
。
藤
井
甚
太
郎
先
生
か
ら
、
近
代
史
学
会
で
中
央
大
学
に
居
る
か
ら
出
て
来
ま
せ
ん
か
と
い
う
、
ご
連
絡
を
頂
戴
し
て
、
上
京
し
た。前
に
お
会
い
し
た
と
き
の
夏
姿
（
白
の
半
袖
の
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
黒
っ
ぽいズボン、腰に手拭をぶらさげていらっしゃった）とはさすが
に異なり、グレイ系統の背広を召して居られた。
自分の生得でない能力、公正に史実を取り扱う知的正直さや、
誤
っ
た
結
論
に
陥
ら
な
い
自
己
批
判
な
ど
を
、
も
う
少
し
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
念
願
し
て
、
京
都
大
学
で
国
史
学
の
研
修
を
は
じ
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
際
、
先
生
が
「
学
に
忠
な
る
も
の
」
と
、
ご
紹
介
・
ご
依
頼
下さったことを、小葉田淳教授から伺って居たので、そのお礼を
申し述べることもできた。
国
語
の
教
師
で
あ
っ
た
私
を
、
歴
史
研
究
の
方
向
へ
向
か
わ
せ
る
契
機
を
している。
卒業後、郷里の新潟に帰って高校の教師になり、生徒に授業や
修学旅行で宇治や東北に行った時などに、最初は何の変哲もない
小高い丘が、学問を基本的に確実にやってればこそ解明される、
と学問することの大切さを、斉藤先生を思い出しながら話すので
ある。
（昭和二七年度卒業）
「学に忠なる」
一九九
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与
え
た
の
は
、
石
母
田
正
先
生
の
『
歴
史
と
民
族
の
発
見
』
と
北
山
茂
夫
氏
の
『
奈
良
朝
の
民
衆
と
政
治
』
と
の
、
二
冊
の
書
物
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
歴
史
学
の
門
口
に
実
際
に
お
導
き
い
た
だ
い
た
の
は
、
お
名
前
か
ら
一
宇
づ
つ
拝
借
し
て
、
私
が
、
藤
・
沢
・
忠
・
男
先
生
と
お
呼
び
し
て
い
る、法政・通教の諸先生であった。
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
提
出
し
た
と
き
、
藤
井
先
生
は
、
美
濃
判
の
和
罫
紙
に
、
黒
の
カ
ー
ボ
ン
紙
を
は
さ
ん
で
お
書
き
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
片
仮
名
ま
じ
り
の
長
文
の
指
導
書
を
、
や
や
色
あ
せ
た
封
筒
に
入
れ
て
、
下
さ
っ
た
。
代
表
に
選
ば
れ
た
旨
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
丸
山
先
生
の
端
麗
な
お
手
紙
と
と
も
に
、
い
ま
も
、
筬
底
に
蔵
し
て
い
る
。
拙
論
に
ご
講
評
賜
り
、
ま
と
め
直
す
よ
う
お
勧
め
頂
い
た
。
ま
だ
神
田
に
在
っ
た
中
大
の
大
学
院
の
食
堂
で
、
真
向
い
に
坐
し
て
、
昼
食
を
と
も
に
し
た。先
生
は
、
チ
キ
ン
・
ラ
イ
ス
の
肉
を
丹
念
に
選
り
分
け
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
ご
飯
だ
け
を
、
少
し
づ
つ
、
召
し
上
が
っ
て
居
ら
れ
た
。
胸
が
痛
く
な
っ
て
、
泪
が
に
じ
ん
で
き
た
の
を
出
い
Ⅲ
す
。
ご
健
勝
を
こ
そ
と
、
こ
こ
ろ
に
願
い
つ
つ
帰
阪
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
年
の
夏
に
、
先
生
は
登
遮
さ
れ
た。藤
井
先
生
の
遺
影
が
掲
げ
ら
れ
た
『
法
政
史
学
」
第
十
一
号
に
、
恥
多
き
卒論「楽舞史研究序説」の一部である、拙稿「伎楽史小考」を採
録
下
さ
っ
て
い
る
。
省
ゑ
て
紐
泥
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
適
切
な
タ
イ
ト
ル
を
お
定
め
下
さ
っ
た
の
は
、
板
沢
武
雄
先
生
。
原
稿
の
提出や校正など、ご連絡。ご仲介の労をお取りいただいたのは、
当
時
助
手
を
な
さ
っ
て
い
た
、
安
岡
昭
男
先
生
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
四
十
号
丸
山
忠
綱
先
生
に
は
、
も
っ
と
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
若
宮
町
の
お
家
に
も
、
幾
度
も
お
邪
魔
し
た
。
自
分
の
と
こ
ろ
な
ど
は
、
た
だ
乱
雑
に
積
ん
で
あ
る
感
じ
で
あ
る
が
、
先
生
の
お
宅
で
は
、
畳
の
上
に
積
承
重
ね
ら
れ
た
書
籍
ま
で
も
が
、
整
然
と
し
て
い
る
の
に
、
驚
嘆
し
た
。
几
帳
面
な
ご
性
格
の
あ
ら
わ
れ
と
拝
察
し
た
が
、
押
入
の
中
の
本
ま
で
、
奥
様
が
よ
く
ご
存
じ
な
のにも、感服させられた。
昭
和
三
十
四
年
四
月
。
新
婚
旅
行
の
途
次
、
東
京
で
の
時
間
が
少
し
と
れ
た
の
で
、
研
究
室
に
、
先
生
を
お
訪
ね
し
た
。
西
郷
さ
ん
の
よ
う
に
大
き
く
て
、
し
か
も
柔
和
な
先
生
の
こ
と
は
、
家
内
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
先
生
の
温
顔
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
も
う
十
五
年
以
上
に
な
る
。
先
生
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
お
祝
い
に
頂
戴
し
た
夫
婦
箸
で
あ
る
。
薯
は
、
歳
月
を
経
て
塗
り
が
剥
落
し
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
た
け
れ
ど
、
需
筥
は
、
今
に
堅
牢
で
、
食
事
の
度
に
、
家
内
と
と
も
に
、
重
宝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
先
生
が
文
学
部
長
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
ろ
の
こ
と
か
と
思
う
が
、
関
西
方
面
の
史
学
科
の
あ
る
大
学
の
入
学
案
内
や
履
修
要
覧
を
集
め
る
よ
う
、
ご
下
命
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
の
学
生
さ
ん
が
、
憲
法
十
七
条
に
つ
い
て
の
研
究
を
さ
れ
る
と
か
で
、
法
隆
寺
や
四
天
王
寺
関
係
の
教
化
・
信仰誌に所載する文献について、参看の要があるかどうか、ご照
会を受けたこともあった。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
法
政
大
学
や
史
学
科
の
学
生
に
対
す
る
、
先
生
の
思
い
の
こ
も
っ
て
い
る
美
し
い
文
字
・
鄭
重
な
文
面
の
お
手
紙
が
頂
戴
で
き
て
、
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
私
ま
で
も
が
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
し
ば
ら
く
は
、
明
る
い
気
分
で
過
ご
し
得
た
思
い
二
ｓ
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出がある。
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
。
学
科
増
設
の
こ
と
で
文
部
省
へ
出
張
し
た
と
き
のことと記憶するが、地下鉄銀座線の改札口の前で、丸山先生と、
ぱ
っ
た
り
行
き
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
奥
様
と
、
小
学
校
と
幼
稚
園
く
ら
い
の
男
女
お
ふ
た
り
の
お
子
様
づ
れ
で
あ
っ
た
。
「
お
供
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
ね
」
と
、
少
し
照
れ
た
よ
う
に
笑
っ
て
仰
言
っ
て
い
た
。
黒
っ
ぽ
い
コ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
さ
れ
て
、
ま
る
で
端
坐
な
さ
っ
て
い
る
と
き
の
よ
う
に、前で組糸合わされた手の、大きく白かったことが、印象にの
こ
っ
て
い
る
。
先
生
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
そ
れ
が
最
後
であった。
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
が
巡
っ
て
来
る
と
、
そ
の
奇
遇
が
、
学
恩
に
お
応
え
で
き
な
か
っ
た
後
悔
と
と
も
に
、
い
つ
も
、
あ
ざ
や
か
に
、
甦
え
っ
て
く
る。「学に忠なる」在りようを教わったのに、日は暮れて道は遠い。
私
方
女
子
大
学
の
設
立
に
多
少
立
ち
働
い
た
だ
け
。
藤
・
沢
・
忠
・
男
先
生
にお見せできる仕事は、まだ出来あがらない。
（通信教育部昭和三一一年度卒業）
「
若
き
わ
れ
ら
が
命
の
か
ぎ
り
ここに捧げて愛する母校」
法
政
大
学
へ
私
が
進
ん
だ
の
は
昭
和
三
十
二
年
四
月
で
あ
る
。
文
字
通
り
思
い
出
夜
に
集
う
青
春
群
像
山
本
清
司
吾が青春を命のかぎり、ここに学び捧げ躯歌した。
》戦後十数年、既に戦後ではないと言われた時代であったが、日
本
は
経
済
の
自
立
も
国
の
自
主
独
立
も
ま
だ
ま
だ
固
ま
っ
た
時
代
で
は
な
か
った。一時的には朝鮮一戦争で好景気を迎えた日本も永い低成長経
済を耐えていた。
東
京
都
の
小
さ
な
離
島
に
生
れ
た
私
も
、
島
全
体
が
貧
し
い
中
で
、
上
京
し就職するか、定時制しかない島の高校に進学するかいずれかで
あ
っ
た
。
私
も
当
然
の
よ
う
に
定
時
制
高
校
に
入
学
し
、
昼
間
は
は
げ
し
い
労働に耐え、夜はすき間風の木造校舎でうす暗い裸電球のもと、
疲
れ
を
忘
れ
同
級
生
と
共
に
よ
く
学
ん
だ
。
な
ん
と
か
上
京
し
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
許
さ
れ
な
い
悶
々
と
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
柔
道
の
骨
折
を
契
機
に
私
は
逃
げ
る
よ
う
に
上
京
し、住承込承の職をさがし転校した。高校四年の夏である。
隅田川のほとりにある小さな石材会社の六畳間に青山学院の夜
学
に
通
う
先
輩
と
二
人
で
住
承
込
ん
だ
。
暗
い
倉
庫
の
中
の
ド
ラ
ム
か
ん
を
半
分
に
切
っ
た
カ
マ
ド
で
川
を
流
れ
る
木
を
拾
い
自
炊
し
た
。
冬
の
寒
さ
は
身
に
し
み
た
が
生
活
に
は
は
り
が
あ
っ
た
。
厳
し
い
労
働
で
は
あ
っ
た
が
、
給与が出来高制で比較的日由に休めたのでこの会社に長いことお
世話になった。
新
し
い
第
一
歩
が
は
じ
ま
っ
た
。
学
資
を
親
に
頼
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
大
学
入
学
の
資
金
づ
く
り
、
進
路
の
選
択
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
大学の決定は交通至便で学費が安く、恵まれた教授陣の法政大
学を迷わず選んだ。大内兵衛総長を擁し、建学の精神「自由と進
歩
」
の
気
風
が
脈
々
と
流
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
○
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仕事から解放されて、四季おりおりの自然、桜並木の外濠公園
を大学に急いだ。講義は五十五年館・五十八年館を中心に古くな
った六角校舎や図書館も利用し、体育などはお壕の向うの市ヶ谷
校舎にも足を運んだ。嘉悦学園上の東校舎にも二年以降研究会の
部屋に毎日のように通った。
西
郷
隆
盛
の
よ
う
に
精
桿
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
丸
山
忠
綱
先
生
の
日
本
史概説・演習・特講、特に「吾妻鏡」の講義は予習復習が充分出
来ない私にとって冷汗の連続であった。早く逝かれたことが惜し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
東洋史の河原正博先生、西洋史の竹内直良先生、そして三、四
年
に
な
っ
て
「
日
蘭
文
化
史
」
で
有
名
な
板
沢
武
雄
先
生
も
加
わ
り
深
い
学
問
研
究
と
人
間
味
あ
ふ
れ
る
講
義
は
思
い
出
深
い
。
学
外
か
ら
も
学
会
を
リ
ー
ド
す
る
第
一
級
の
講
師
が
や
っ
て
き
た
。
明
治
維新史の小西四郎、地方史の児玉幸多、日本中世史の笠原一男、
日
本
考
古
学
の
斎
藤
忠
、
東
洋
考
古
学
の
関
野
雄
、
古
文
書
学
の
佐
藤
進
一、各先生方の講義も熱心に受けた。専門部での講義は昼間の疲
れも忘れ身が入った。講義に燃えたのは私だけではないだろう。
史学科のいや二部法政の全ての学生が、学ぶ喜び学問研究の深さ
と
生
き
が
い
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
学生生活の思い出の中に二部「歴史学研究会」の記憶も鮮烈に
残っている。封建史部会に属していた私は研究会で先輩と口角洙
を
飛
ば
し
論
じ
あ
い
、
か
つ
ま
た
勉
強
も
し
た
。
代
表
委
員
と
し
て
の
会
運
営や、大学祭をはじめとする諸行事の実施は厳しく苦しいもので
あったが、そのプロセスで視野を広げ、人間的に大きく成長させ
法
政
史
学
第
四
十
号
た。マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
、
毛
沢
東
の
文
献
も
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
目
を
通
し
幅
広
い
専
門
書
も
読
ん
だ
。
六
十
年
安
保
の
樺
美
智
子
さ
ん
が
圧
殺
さ
れ
たその夜も国会周辺のデモに参加し革命前夜のような異状な光景
の中で緊張感と焦燥感に怯えていた。その前後も度々デモに参加
した。学部やサークルを通し私は多くの先輩・後輩・友人を得て彼ら
から学んだ。私のまわりのほとんどの学生がそれぞれ苦労しなが
ら自立し、そして生き生きと夜の法政に集い、学び、語り、想い
想いの情熱を傾けて青春を識歌していた。
教授陣も学生達も、そこには「自由と進歩」「進取と質実」の
気
風
が
脈
々
と
流
れ
て
い
た
。
今私は都の職員として勤めた小・中学校をやめ新島本村の教育
長として四年目を迎えている。大学を卒業して二十七年目であ
る。この間、日本の経済は飛躍的に発展し、先進諸国の中でも一、
この経済力を持つに至った。しかしその反面物の豊かさの中でい
ろいろなひずゑをかかえ日本は病んでいる。今私は二十一世紀を
背負う青少年の育成に心血をそそいでいる。
思
え
ば
私
達
の
青
春
時
代
は
決
し
て
物
質
的
に
は
豊
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
私
は
ハ
ン
ダ
リ
ー
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
激
し
い
労
働
に
耐
え
な
が
ら八年間の夜学に、講義やサークル活動に、熱き情熱を燃やし、
充実した日々を送ることができた。そして「進取の気象・質実の
風」法政大学のバックボーンは今も私の中に脈々と生きている。
二
○
二
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昭和三十六年四月、歴史学を学びたいと言う強い志を持って、
史学科に入学、以後四年間に亘る史学科での学生生活が今日の私
を形成していると言っても過言ではないのである。当時史学科担
当
の
教
授
陣
は
各
専
門
分
野
で
活
躍
目
覚
し
い
先
生
方
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
何
れ
の
講
座
も
密
度
の
濃
い
充
実
し
た
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
た
め、学ぶ立場としては常に学習意欲を刺激されると同時に、日々
の授業が満足感に満ち溢れていたことを、昨日のことの如く思い
出
し
感
銘
し
て
お
る
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
史
学
科
在
学
中
に
履
修
し
た講座の中から、特に印象深く思い出される講座について記して
ゑたい。
日本史関係では、斎藤忠先生担当の「日本考古学」において、
縄文・弥生時代から古墳時代に至る日本考古学の変遷とその研究
法について、遺物や遺跡の種類を挙げながら進められた授業は、
た
だ
講
義
の
糸
に
止
ま
ら
ず
、
拓
本
の
作
り
方
か
ら
タ
ン
ポ
の
作
り
方
ま
で、懇切丁寧なご指導を頂いたことは、未だに印象深い思い出と
して記憶に残っている。受講生常時三名と言う特異な存在の講座
で
も
あ
っ
た
。
先
生
箸
「
日
本
古
墳
の
研
究
」
は
最
良
の
参
考
文
献
で
あ
っ
母
校
法
政
大
学
の
後
輩
諸
君
が
二
十
一
世
紀
に
活
躍
で
き
る
「
青
年
日
本
の代表者」たらんことを祈ってやまない。
（昭和三五年度卒業）
思
い
出
史
学
科
の
思
い
出
丸
山
朝
光
た。笠原一男先生担当の「日本仏教史」では、源信の「往生要集」
や、真言・天台宗、末法思想、法然の浄土宗、親驚の浄土真宗、
道元の曹洞宗、日蓮の日蓮宗等の仏教思想について、歴史的背景
と併せて開租の人物像の紹介や悪人正機説等、豊富な話題を挿入
しながら展開された講義は、さながら人生哲学の真髄を聴く思い
で、次回の講義が待たれたものである。岩生成一先生担当の「海
外交渉史」では、切支丹宗門、天承・慶長のローマ遣使、日葡・
日蘭・日英貿易史等の対外関係史について多数の参考文献を紹介
しながら進められた授業は、当時の日本人と西欧人の関係が克明
に
描
か
れ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。
東洋史関係では、関野雄先生担当の「東洋考古学」において、
周口店遺跡の発掘、仰舶文化（彩陶）、竜山文化（黒陶）、股嘘の発
掘
（
甲
骨
文
字
の
発
見
と
そ
の
解
読
に
つ
い
て
）
等
の
中
国
考
古
学
に
つ
い
て
、
先
生
ご
自
身
の
実
証
的
研
究
成
果
に
基
づ
く
授
業
展
開
は
圧
巻
そ
の
も
の
で
、
忽
ち
こ
の
講
座
の
魅
力
の
虜
と
な
り
、
東
洋
考
古
学
専
攻
コ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
そ
の
道
に
進
糸
た
い
と
真
剣
に
考
え
込
ん
だ
ぐ
ら
い
感
化
さ
れ
た
講
座
で
あ
っ
た
。
難
解
な
考
古
学
を
先
生
の
温
和
な
口
調
で
平
易
に
理
解
さ
せて頂いたことにより、中国史に対する興味が著しく向上したこ
とを覚えている。先生箸「中国考古学研究」「世界考古学大系⑯
研究法」は最良の参考文献であった。河原正博先生担当の「東洋
史演習」では、司馬遷の史記「南越尉佗列伝」の白文を教材に用
い、漢文読解を伴う大変厳しい演習であったが、この演習で漢文
読解力が身につき、また「史記会注考證」に出会えたことは、大
きな収穫であった。周藤吉之先生担当の「中国経済史」では、士
○
＝
Hosei University Repository
地制度、税制、役法等について、各々史料を引用しながら解説が
なされ、さながら史料制度史の観があったが、理解が進むにつれ
て興味を覚え、早速先生箸「中国土地制度史研究」を取揃えたこ
と
を
覚
え
て
い
る
。
西洋史学関係では、清水博先生担当の「アメリカ史」で、植民
地の開拓、連邦・州権主義の対立、議会制度の成立、経済発展と
対外関係等の歴史的諸過程について、先生ご自身の研究成果を路
えての合衆国成立発展史の授業は、日本の近代史とも重なるとこ
ろがあり、興味をそそられる講座であった。「原典アメリカ史」
が
最
良
の
参
考
文
献
で
あ
っ
た
。
金
沢
誠
先
生
担
当
の
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史」では、アンシャンレジームから革命の勃発、革命の進行と議
会の変遷、革命期に登場して目覚ましい活躍をした多数の人物と
その活動状況について、具体的な解説を加えながら進められた講
義
は
、
革
命
史
の
一
大
絵
巻
を
見
る
心
地
で
拝
聴
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ベ
スピニール、マラー、ダントン、ニヘール等の人物像は未だに記
憶
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
河
野
健
二
署
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
小
史
員
桑
原
武
夫
箸
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
研
究
」
は
最
良
の
参
考
文
献
で
あ
っ
た
。
な
お
他
に
も
思
い
出
に
残
る
講
座
が
多
数
あ
る
が
紙
面
の
都
合
で
割
愛
す
る
。
史学科における四年間を願ゑると、史学専攻の学生数が少なか
っ
た
た
め
、
学
級
の
綴
ま
り
も
よ
く
、
ま
た
授
業
も
マ
ス
プ
ロ
化
せ
ず
、
先
生
方
と
学
生
間
の
触
れ
合
い
も
親
密
で
、
大
変
居
心
地
の
よ
い
雰
囲
気
の
中
で過ごさせて頂いた。空時間には気分転換をかれて靖国神社の境
内
を
散
策
し
た
り
、
千
鳥
ヶ
淵
公
園
に
も
足
を
伸
し
た
。
ま
た
大
学
図
書
館
で
は
資
料
が
足
ら
ず
、
国
会
図
書
館
に
通
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
法
政
史
学
第
四
十
号
伊
藤
勲
春、四月。
桜
の
花
の
咲
き
匂
う
外
濠
の
道
を
通
っ
て
、
大
学
に
通
い
始
め
た
。
ク
ラ
ブ
入
り
を
勧
め
る
華
や
い
だ
叫
び
声
。
そ
れ
は
今
を
去
る
二
十
二
年
前
、
昭
和四十年のことである。
二
年
に
な
っ
た
。
史
学
科
の
学
生
委
員
選
出
の
話
が
あ
っ
た
と
き
、
す
ぐ
さま、名乗りをあげた。史学会の手助けをするのがその任であっ
た
。
こ
う
し
て
、
研
究
室
に
出
入
り
を
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
史
学
会
の
例
会
・
大
会
は
年
に
二
回
開
催
さ
れ
た
が
参
加
者
は
約
四
十
名
で
あ
っ
た
。
士
暇
日
の
午
後
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
夜
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
先
生
方
の
御
挨
拶
・
お
話
は
い
つ
も
控
え
目
で
あ
っ
た
。
日
曜
日
に
は
史
蹟
見
学
が
あ
っ
た
。
金
沢
文
庫
、
恵
林
寺
、
足
利
学
校
な
ど
へ
行
っ
た
。
薄
暗
い
建
物
の
中
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
文
書
と
い
う
も
の
を
初
め
て
見
た
。
懇
親
会
で
も
、
史
蹟
見
学
の
折
で
も
、
な
か
な
か
先
生
方
と
話
を
交
す
ほ
ど
の
勇
気
は
出
な
か
っ
た
。
先
生
方
が
高
い
教
壇
か
ら
わ
れ
わ
のコピーを依頼したことも度々あった。先生方の個性に富んだ学
究的な講義を受講するのが何よりも楽しゑで、毎日期待に胸膨ら
ませて外濠公園の木立の中を大学目指して通ったものである。
よき師よき友に恵まれた学生生活であったことを思い出し、心
より感謝しておる次第である。
（昭和三九年度卒業）
思
い
出
二○四
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れ
学
生
の
傍
ま
で
降
り
て
こ
ら
れ
、
親
身
に
な
っ
て
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
は
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
温
か
く
、
あ
り
が
た
い
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
く
る
ば
か
り
で
あ
る
。
さて、講義と先生の思い出を綴ろう。斉藤忠先生の「日本考古
学員関野雄先生の「東洋考古学員中村英勝先生の「西洋近世史」、
岩
永
博
先
生
の
「
近
東
史
」
そ
の
他
興
味
の
そ
そ
ら
れ
る
専
門
科
目
が
多
く
、
努
め
て
沢
山
の
科
目
を
受
講
し
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
印
象
の
深
い
先
生方について語ろう。
安岡昭男先生からは「明治維新史」を教えて戴いた。卒業後、
吉
田
松
陰
、
坂
本
竜
馬
、
西
郷
隆
盛
、
勝
海
舟
、
伊
藤
博
文
な
ど
維
新
の
志
士が身近なものになった。
丸山忠綱先生からは「日本史概説」、「史籍解題」をお教え戴い
た
。
稻
々
た
る
御
講
義
に
は
常
に
目
を
見
張
る
思
い
で
あ
っ
た
。
私
ど
も
の
卒
業
後
、
不
幸
に
し
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
が
、
私
の
脳
裡
か
ら
は
若
々
し
く
、
大
き
な
声
の
、
お
元
気
な
御
姿
が
今
も
消
え
な
い
。
岩生成一先生からは「南海貿易史」を教えていただいた。鄭成
功
の
話
。
お
話
が
速
く
、
必
死
に
な
っ
て
ノ
ー
ト
を
と
っ
た
。
卒
業
後
、
「
南
洋
日
本
町
の
研
究
」
を
購
入
し
た
。
ま
た
、
カ
ー
ド
作
成
の
お
手
伝
い
を
し
たことのある「日本人物文献目録」を見つけ、買った。
河
原
正
博
先
生
か
ら
は
「
東
洋
史
概
説
」
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
あ
る
時
、
講
義
が
終
わ
る
と
、
先
生
は
「
伊
藤
君
、
文
化
大
革
命
を
研
究
し
て
承
ないかね。」とおっしゃられたことがあった。また、二回ほど、中
国人のスケールの大きさ、偉大さについて話をされた。これにつ
い
て
は
、
後
年
、
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
日
本
国
大
使
館
で
三
年
半
ほ
思
い
出
ど、華僑の若い学生諸君に日本語を教えることを通して、実感を
もって知った。卒業して、かなり過ぎてから、「漢民族嬉南発展
史研究」を入手した。
竹内直良先生からは「西洋史概説」、「キリスト教史」をお教え戴
いた。ピサの斜塔に上られたり、ローマのカタコム（Ｃ９月・ヨウ）
に
入
ら
れ
た
話
を
伺
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
時
、
史
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
購
入
し
た
、
と
言
わ
れ
、
実
物
を
見
せ
て
戴
い
た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
は
「ある人が、大学を出たということが苦しい時の心の支えになっ
た、と一一一一回っていた」と言われた。卒業式は四十四年三月一一十一一
日
、
武
道
館
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
謝
恩
会
で
先
生
は
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
を
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
卒
論
の
指
導
教
授
竹
内
直
良
先
生
に
は
卒
業
後
、
何
回
も
目
黒
区
鷹
番
の
お
宅
に
お
邪
魔
を
し
、
い
ろ
い
ろ
お
教
え
い
た
だいた。
今度は同期の友のことを記そう。
卒
業
の
年
の
一
月
、
私
は
本
館
地
下
の
テ
レ
ビ
で
安
田
講
堂
で
の
、
全
共
闘学生と機動隊の攻防戦を見ていた。その後、しばらくして、史
学科では「おもいで」という名簿を作った。同期生はちょうど九
十名（全員）。卒業後、十八年以上過ぎた。今年、一九八七年十一
月
二
十
一
日
（
士
）
の
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
史
学
科
・
地
理
学
科
創立五十周年記念祝賀会で戴いた名簿では、同期生のうち、住所
が載っている者は四十六名である。同期生の半数の住所が把握で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
先
日
の
祝
賀
会
に
は
、
石
井
正
敏
・
仙
石
鶴義・新城敏男・桑室一之・小山智恵子・岡田信子・佐野峰知
子
・
峰
尾
公
子
・
山
田
綾
子
さ
ん
ほ
か
、
私
も
入
れ
て
、
十
二
名
が
出
席
し
二○五
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た。一年先輩の一
人を離散させる。
卒
業
論
文
は
コ
リ
ク
レ
ス
に
至
る
ア
テ
ナ
イ
民
主
主
義
の
発
達
」
で
あ
った。高校の時、「プルターク英雄伝」（高橋五郎訳）を読承、深
く感動していたことと、現代世界の源流の一つである古代ギリシ
ア
の
民
主
主
義
を
検
証
し
よ
う
と
い
う
動
機
が
こ
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ツ
キ
ジ
デ
ス
を
読
糸
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
ア
テ
ナイ人の国制」を読んではアテナイ市民の峨燥を確かに聞いた、
と
思
っ
た
。
勤
務
先
、
国
際
学
友
会
の
面
接
試
験
の
時
に
は
、
竹
内
直
良
先
生
が
わ
ざ
わ
ざ
、
出
向
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
暇
な
時
に
は
ト
イ
ン
ビ
ー
の
「歴史の研究」を読んでいたが、ある時、「歴史意識」が育って
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
法政大学史学科及び史学会は実証的研究の学風を守り育て、成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
卒
業
生
は
先
生
方
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
背
後
に
感
じ
た
か
ら
、
研
究
や
教
育
、
そ
し
て
出
版
方
面
に
確
固
た
る
地
歩
を
築
い
て
い
るばかりではなく、多彩な分野に進出している。私は創立五十年
の歴史を持つ、法政大学史学科の卒業生であることに誇りを感じ
ている。そして、今なお、歴史学という学問に愛着と尊敬を懐い
ている。
法政大学史学科の、今は老いられた恩師に限りない感謝と尊敬
の念を深めている。また、卒業生の承なさまがたの健闘ぶりを知
っている。最後になってしまったが、現史学科の先生方、学生の
承なさまとの交誼が結ばれ、深まることを願いつつ、筆を欄くこ
と
に
し
た
い
。
法
政
史
学
第
四
十
号
一
年
先
輩
の
方
々
で
私
の
知
っ
て
い
る
人
は
四
名
で
あ
っ
た
。
歳
月
は
安
達
満
四
十
歳
に
し
て
大
学
院
に
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
帰農生活が契機だった。生涯学習の課題を郷士史のなかに求めよ
う
と
し
た
の
は
、
村
上
直
先
生
が
甲
州
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
近
世
初
頭
の
徳川氏に関する一連の論考を発表されていたことにある。徳川政
権成立に甲州系武士の係わりが大きかったことを追求したもので
あり、家康の甲斐経略と武田遺臣のこと、大久保長安を中心とし
た徳川政権内における旧武田家臣団の動向などは、徳川政権下に
お
け
る
代
官
の
研
究
を
前
面
に
押
し
出
し
て
く
る
素
地
と
な
っ
て
い
た
。
当
時としては甲斐郷士史研究のなかには見られない斬新なテーマの
選択であって、甲斐の歴史のなかにこうした研究素材が埋れてい
ることに大きな刺激を受けたものであった。その刺激を土着の地
方研究に視点を置いて自からの修士論文のテーマに具体化するに
は
、
基
礎
学
習
が
あ
ま
り
に
も
貧
弱
で
あ
っ
た
。
漠然とした近世の地方の研究意識のなかに焦点を見出したのは
古島敏雄先生との出会いにあった。先生は丁度東大を定年退官さ
れ、豊田武先生の要請により、四十八・四十九年度の二年間の約
束で法政大学仁来られたと聞いた。履修要項に書かれた歴史地理
の講義要旨は、近世の開発の進展は治水技術の発達と係わってお
り
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を
甲
州
の
甲
府
盆
地
に
お
け
る
釜
無
川
・
笛
吹
川
の
修
士
論
文
テ
ー
マ
と
の
出
会
い
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治
水
の
経
過
の
な
か
に
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
山
梨
の
素
材
に
着
目
し
た
講
義
は
私
に
と
っ
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
具
体
的
な
研
究
に
入
る
前
に
「
地
方
書
に
あ
ら
わ
れ
た
治
水
の
地
域
性
と
技術の発展」（日本思想大系『近世科学思想上』）について講義
を受けた。特に地方書からゑた治水技術の歴史性については、す
でに『近世日本農業の構造』において「近世農業の技術的様相」
の
一
つ
に
治
水
技
術
の
発
達
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
、
先
生
よ
り
教えられ、安易な読書姿勢を自戒したものである。時には先生の
お
宅
に
院
生
が
招
か
れ
て
ボ
ト
ル
を
空
け
な
が
ら
お
話
し
を
伺
っ
た
。
素
朴
な
身
近
か
の
疑
問
か
ら
歴
史
の
研
究
テ
ー
マ
を
得
る
こ
と
、
歴
史
を
史
料
に
語
ら
せ
る
こ
と
、
歴
史
理
論
の
展
開
は
具
体
的
事
例
を
い
か
に
一
般
化
す
る
か
に
あ
る
、
な
ど
有
意
義
な
お
話
は
そ
の
後
の
自
分
の
研
究
方
法
の
基
本
と
し
て
い
る
。
さて、古島先生と大学院生で山梨県立図書館郷士資料室を訪れ
た
時
の
具
体
的
な
研
究
課
題
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
甲
府
盆
地
の
特
に
釜
無
川
・
荒
川
・
笛
吹
川
の
三
河
に
囲
ま
れ
た
地
帯
は
、
昭
和
の
初
期
に
は
全
国
で
最
も
高
い
米
の
生
産
地
帯
で
あ
っ
た
。
こ
こ
が
そ
う
し
た
耕
地
と
な
る
に
は
武
田
時
代
よ
り
三
河
の
と
り
わ
け
釜
無
川
の
治
水
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
耕
地
の
開
発
の
歴
史
を
把
え
れ
ば
釜
無
川
の
治
水
の
発
展
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
具
体
的
方
法
と
し
て
、
耕
地
の
開
発
の
歴
史
を
追
求
す
る
た
め
に
、
同
一地域内における異なった時期に実施された検地の成果を比較す
る。そして、具体的に土地に刻まれた開発の進展状況のなかに、
享
保
期
以
降
に
連
続
堤
で
川
を
締
め
切
っ
て
狭
め
た
河
川
敷
内
に
洪
水
を
と
思
い
出
山
じ込めようとする以前の治水技術の姿、すなわち、「百姓伝記」の
二
重
堤
や
「
地
方
竹
馬
集
」
の
洗
堤
に
対
応
す
る
カ
ス
ミ
堤
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
耕
地
の
段
階
の
姿
を
と
ら
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
県
立
図
書
館
で
慶
長
検
地
帳
と
貞
享
検
地
帳
の
小
字
と
耕
地
面
積
の
書
き
出
し
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
は
、
ほ
と
ん
ど
の
村
の
小
字
が
不
連
続
の
た
め
開
発
の
具
体
的
姿
を
と
ら
え
る
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
山
梨
の
住
人
が
山
梨
の
研
究
素
材
を
失
し
て
な
る
も
の
か
、
と
い
う
決
意
に
燃
え
な
が
ら
基
礎
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
は
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
慶長高と宝暦高の村高の比較から甲府盆地の村々の開発の進展状
況
を
と
ら
え
て
ふ
よ
う
と
し
た
し
の
で
、
盆
地
低
地
部
の
村
は
石
高
の
増
加
が
低
く
、
す
で
に
近
世
初
頭
で
頂
点
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
釜
無
川
沿
岸
の
村
々
と
か
つ
て
の
釜
無
川
河
道
と
思
わ
れ
る
方
向
に
石
高
増
加
の
多
い
村
々
が
帯
状
に
連
ら
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
盆地低地部のうちに近世初期に開発の進んだ村々に囲まれて早く
か
ら
安
定
し
た
地
域
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
段
階
で
古
島
先
生
は
法
政
を
去
ら
れ
た
。
そ
の
折
、
他
の
素
材
が
得
ら
れ
る
地
域
と
の
比
較
に
よ
る
研
究、年貢割付状に記される水損等による引方のなかに水害の状況
を読承とり、特定の場所が恒常的に被害を受けたり、被害地の変
化の様子から治水工事の変化を相定することなどを御教示いただ
いた。それから一年「釜無川治水の発展と国中平野の開発」を修士論
文
と
し
て
完
成
さ
せ
る
ま
で
、
頭
が
最
も
回
転
し
た
時
だ
っ
た
。
治
水
に
関
して郡中割金制度、村上ゼミではロ米制度、埼玉県立図書館調査
での地頭賄のことなど一緒に出来あがったはずである。歴史研究
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平
澤
（
旧
姓
岡
田
）
信
子
大
学
院
の
六
階
に
あ
っ
た
岩
生
成
一
先
生
の
研
究
室
に
、
私
が
初
め
て
伺
っ
た
の
は
、
大
学
三
年
の
秋
、
昭
和
四
十
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
年
進
級を控え、そろそろ卒業論文のテーマを決める時期にさしかかり、
先
生
に
相
談
に
伺
っ
た
の
で
あ
る
、
当
時
の
先
生
の
研
究
室
は
西
日
の
あ
た
る
、
夏
は
大
変
暑
い
部
屋
で
あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
史
料
と
本
に
埋
れ
た
宝
の
山
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た。日英交渉史を卒論のテーマにした私には、先生がイギリスで
調査してこられ、タイプした原文史料をはじめ、目を通さねばな
らないものに満ちていた。ダンポールの箱に入った原文史料は、
語学力不十分の私にとっては、読糸こなしていくのが大変であっ
た。今とはちがい、コピーは旧図書館三階に一合だけ、しかも学
生にとっては高価であった。あとはひたすら筆写するしかない。
必要と思われる部分を抜き書きし、意訳・誤訳をまじえながら
も
、
必
死
に
が
ん
ば
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
来
二
十
年
、
不
出
来
な
教
え
子
であったが、今に至るまでお世話になっている。
その間、印象にのこる思い出としては、大学院入学直後の、紛
争によるロックアウトがある。封鎖中も講義は休むことなく、お
は
問
題
意
識
を
持
て
ば
縫
れ
た
糸
を
解
く
Ｓ
Ｆ
小
説
の
よ
う
な
楽
し
ゑ
が
あ
るくこれも古島先生の言葉である。
（昭和三四年度卒業・昭和五○年度院修了）
法
政
史
学
第
四
十
号
大
学
院
時
代
の
思
い
出
二○八
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互
い
に
電
話
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
場
所
を
求
め
て
続
け
ら
れ
た
。
喫
茶
店
で
、
ま
た
岩
生
先
生
の
ご
自
宅
で
講
義
が
な
さ
れ
た
。
回
り
を
本
に
囲
ま
れ
、
講
義
中
す
ぐ
手
に
と
れ
る
と
い
う
、
学
生
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
い
な
い
環
境
で
あ
っ
た
が
、
大
変
ご
厄
介
を
か
け
た
と
思
う
。
そ
の
後
、
三
田
の
お寺の一室を借りることとなり、和室で細長い机を囲んでの「寺
子屋」授業を行うこととなった。黒板がわりの模造紙を数枚と、
サイン。ヘンを用意して授業開始／であった。この時もやはり、岩
生
先
生
の
〃
ち
ょ
っ
と
大
き
目
の
カ
バ
ン
〃
か
ら
は
分
厚
い
本
が
何
冊
か
と
り
だ
さ
れ
、
講
義
の
間
に
廻
さ
れ
た
。
六
時
か
ら
始
ま
り
九
時
頃
終
る
と
、
昼
間
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
通
学
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
さ
さ
か
疲
れ
を
覚
え
た
が
、
気
持
は
充
実
し
て
い
た
。
や
が
て
大
学
封
鎖
も
解
け
、
大
学
院
棟
二
○
四
番
教
室
で
の
授
業
が
再
開
さ
れ
る
と
、
一
同
ホ
ッ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
内
に
は
、
紛
争
後
の
落
ち
着かぬ雰囲気がのこっていたものの、久し振りの外堀公園の行き
帰
り
に
感
慨
を
覚
え
た
の
は
、
恐
ら
く
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
大
学
院
修
了
後
も
講
義
に
だ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
「
異
国
日
記
』
を
読
ん
で
い
た
。
講
読
し
て
い
た
学
生
で
、
原
文
書
を
調
査
す
べ
く
京
都
行
き
を
計
画し、昭和四十九年秋に出かけた。京都では、金地院をはじめ、
清水寺・豊国廟を訪れ、博物館で『異国日記』を調査した。この
時の岩生先生の健脚ぶりには〃一同脱帽〃であった。奈良では天
理図書
館
を
見
学
し
、
先
生
の
解
説
を
う
け
な
が
ら
、
資
料
を
見
せていた
だいた。大変ぜいたくな「修学旅行」であったと思う。
数
え
て
承
る
と
十
年
近
い
間
、
市
ヶ
谷
へ
通
っ
た
こ
と
に
な
る
。
後
半
は
仕
事
を
持
ち
、
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
で
あ
っ
た
の
で
、
思
う
こ
と
の
十
分
の
思
い
出
藤
本
孝
一
私は法政大学に十八歳から三十歳まで、十二年間在学した。二
十代全部を、法政と共に過したのである。
その間、七○年代の安保闘争・大学紛争の時代であった。この
混乱期にあって史学科は、丸山忠綱先生が文学部長となり、紛争
と対時され、終に姥れた。史学科の永い歴史の中で、最大の危機
であったろう。
一時期、史学研究室を預っていた私にとって、先生について語
ることは、史学科の状況を物語るものである。
教
養
部
の
時
は
、
一
般
の
学
生
に
と
っ
て
高
校
の
復
習
ふ
た
い
な
も
の
で
、
退
屈
で
あ
っ
た
。
両
親
は
浪
人
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、
法
政へ入ったが、私は他大学へ受験しようと考えていた。全く授業
を
等
閑
に
し
て
い
た
。
処
が
、
教
養
部
の
歴
史
は
丸
山
先
生
が
担
当
さ
れ
て
い
た
。
私
は
唯
一
、
先
生
の
講
義
に
引
き
込
ま
れ
た
。
先
生
は
授
業
が
終
る
と
、
す
ぐ
水
飲
承
に
行
か
れ
た
。
私
は
そ
の
後
か
ら
つ
い
て
、
飲
承
終
る
の
を
ま
っ
て
質
問
を
繰
り
返
し
た
。
も
う
そ
の
頃
に
は
、
他
大
学
へ
の
受
験
の
心持も消え、先生の教え子と成ろうと一杯の気持であった。
先
生
の
風
貌
は
、
九
十
余
キ
ロ
の
巨
躰
と
一
度
も
怒
っ
た
こ
と
の
な
い
に
一ｔ果せなかったが、私にとっては充実した年月であった。
（昭和四六年度院修了）
大
学
時
代
の
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出
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丸
山
忠
綱
先
生
を
中
心
に
Ｉ
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こやかな顔であった。その学識は、博覧強記、諸事一般に及んで
い
た
。
論
文
に
お
い
て
も
、
奈
良
時
代
の
墾
田
永
世
私
財
法
か
ら
江
戸
時
代
の
石
川
島
人
足
寄
場
に
亙
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
大学紛争の真直中に入り、大学が中核派の拠点校になると、大
学全体が昏迷の極にあった。誰もが嫌がる紛争中の文学部長に昭
和四十四年六月に就かれて、その解決に当られた。暴力の横行す
ク
イ
ジ
ソ
ろ
中
に
あ
っ
て
、
愚
痴
一
つ
言
わ
れ
ず
、
大
人
の
風
で
あ
っ
て
、
堂
女
と
行
動
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
四
十
五
年
春
、
先
生
か
ら
私
へ
史
学
研
究
室
に
勤
め
る
様
に
と
言
わ
れ、研究室を預ることとなった。紛争にあっても、法政史学は刊
行
し
つ
づ
け
た
。
私
も
研
究
室
の
充
実
を
計
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
予
算
が
な
い
。
思
い
立
っ
た
の
は
、
法
政
史
学
と
他
の
雑
誌
と
の
交
換
を
今
ま
で
以
上
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
。
法
政
史
学
は
年
一
回
だ
け
の
発
行
で
あ
る
が
、
交
換
先
へ
は
自
動
的
に
文
学
部
紀
要
が
寄
贈
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
年
二
冊
と
し
て
、
各
機
関
へ
申
し
込
ん
だ
。
最
も
成
功
し
た
の
は
、
月
刊
誌
の
日
本
歴
史
・
古
代
文
化
で
あ
っ
た
’
二
冊
対
十
二
冊
、
海
老
で
鯛
で
あ
っ
た
↓
勉
強
す
る
者
に
と
っ
て
、
最
新
の
情
報
で
あ
る
雑
誌
が
多
数
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
歴
史
の
あ
る
当
史
学
研
究
室
は
、
古
く
か
ら
の
雑
誌
を
架
蔵
し
て
お
り
、
他
大
学
よ
り
雑
誌
を
閲
覧
に
多
く
の
研
究
者
が
ふ
え
ら
れ
た
。
丸
山
先
生
は
、
そ
の
年
の
冬
休
承
に
入
っ
て
い
た
十
二
月
二
十
五
日
の
夕
方
、
研
究
室
に
こ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
家
族
と
侍
合
せ
て
食
事
す
る
、
で
は
良
い正月を、と言われてその後姿をお見送りしたのが、研究室での
最
後
の
先
生
で
あ
っ
た
。
翌年一月五日、急に杉並の河北病院に入院されてから逝去され
法
政
史
学
第
四
十
号
る五月八日まで、一歩も病院から出られなかった。手術をするた
め多くの学生が献血に集まった。紛争中にあっても、先生の人徳
の篤さに感銘した。私の修士論文も病床の中で読んでくださり、
代
り
に
主
査
に
成
っ
て
い
た
だ
い
た
岩
生
成
一
先
生
へ
そ
の
判
定
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
岩
生
先
生
は
、
自
分
宛
の
そ
の
手
紙
を
私
に
く
だ
さ
っ
た
。
今
も
大
切
に
し
て
い
る
。
読
承
か
え
す
た
び
に
、
私
の
怠
惰
な
精
神
へ
の
カ
ン
フ
ル
剤
と
な
っ
て
い
る
。
海外交渉史の大家岩生成一博士を法政大学へお招きしたのは、
丸
山
先
生
で
あ
り
、
中
世
史
家
の
大
家
豊
田
武
博
士
を
お
招
き
し
た
の
は
、
村
上
直
先
生
と
灰
間
し
て
い
る
。
紛争の混乱の真最中にあって体験した私にとって、紛争を乗越
え
た
先
生
方
に
よ
っ
て
、
現
在
の
史
学
科
の
盛
華
を
迎
え
て
い
る
の
は
、
夢
の
よ
う
で
あ
り
、
慶
び
で
あ
る
。
（昭和四二年度卒業・昭和四九年度院博士課程単位取得）
池
田
昇
現
在
、
私
は
日
の
出
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
に
勤
務
し、町史編さんを担当している。とはいえ、社会教育を手伝い、
文
化
財
関
係
の
仕
事
を
兼
務
し
な
が
ら
、
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
こに至るまでには、大学生・大学院生時代の勉学と経験が多少な
り
と
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
思
う
に
、
私
が
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
四
十
五
学
生
・
大
学
院
生
の
頃
の
思
い
出
○
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年四月であり、あれから実に一八年を経過している。ずいぶん長
いものであるｃ
史
学
科
に
入
っ
た
と
は
い
え
、
一
年
生
の
頃
は
歴
史
と
い
う
も
の
に
ま
っ
たく興味がなく、全般的な勉強をしていればそれでよいと思って
いた’しかし、二年生になり、当時の近世文書講読会（現在ｌ近
世文書研究会）に入れてもらい、歴史を学ぶ気持ちになった’き
ちんと勉強していくには原史料を読む必要があると自覚したから
であるく
あの頃は学園紛争が尾を引き、また、史学科の大黒柱であった
丸山忠綱先生が亡くなられ、授業は平常どおりに行われていなか
ったし休講もかなりにのぼった。
西洋史・東洋史・日本史の概論は二年生から始まるが、とくに
日本史概論は、丸山先生に代わって安岡昭男先生と村上直先生が
教鞭をとられた。このとき、日本近世史の村上先生に初めてお会
いしたしこの出会いは近世史を専攻するきっかけとなった。
前にも述べたが、大学では紛争が長引き、歴史を学ぶには授業
外での場合が多かった。研究会たとえば「近世文書講読会」で身
についたものが多々あった。この会は週一回、授業外に原史料の
講読を中心にしたがら歴史研究を行った。また、夏には集中学習
といえるような形で合宿が組まれた。
長野県小県郡和田村での合宿は、二年生から四年生にかけて、
原史料の字を読む能力を養う学習会であったといえる。ここでの
合宿でようやく字が読めるようになったといえるのではないだろ
うか。四年生の夏には、八王子市川ロ町の法蓮寺でも合宿が組ま
思
い
出
れた。これは八王子・多摩地域を知ろうというものであった。こ
の以前、三年生のとぎから八王子には見学会があり、一一一年を終え
る
こ
ろ
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ
は
「
八
王
子
千
人
同
心
の動向」であり、自分なりに一生懸命研究し書きあげたつもりで
ある。
●
●
四十九年四月からは大学院の修士課程に進んだ。》」》」では立派
●
●
にも四年間も在籍してしまった。おこがましい一」とであるが、こ
の
頃
か
ら
は
教
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
あ
る
意
味
で
は
指
導
の
立
場
へ
も
まわった。
西
多
摩
郡
五
日
市
町
で
合
宿
し
、
山
梨
県
の
勝
沼
町
で
も
合
宿
が
組
ま
れ、当地の史料を読んだ。このように、合宿は地域的広がりをあ
じ
か
た
つに至ったのである。また、大学院の授業の延長として「地方」
の学習が大事であるという目的のもとに、秋川市二宮と同市雨間
でも合宿が実施された。この頃には、多摩地域の特色を学ぶとい
う
動
き
が
最
高
潮
に
達
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
は、残念ながら掘り下げて研究して承るというところまでには至
らず、悔やまれてならない。
五十三年四月、博士課程に入った。この年から村上先生が編さ
ん委員と近世部会主任である栃木県小山市史を手伝い、主に交通
史をテーマにした。このときも合宿を行い、対象は近世史専攻の
大学院生・学生であった。炎天下、一人であるいは学生といっし
ょ
に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
史
料
を
探
し
ま
わ
っ
た
あ
の
と
き
の
苦
労
が
浮
んでくる。
五十六年三月は最後のときであった。千葉県鴨川市で文献学習
一一一
Hosei University Repository
高
校
生
の
と
き
か
ら
、
大
学
で
は
歴
史
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
私
は、一九六七年四月、法政大学の史学科へ入学したく当時の法政
大
学
は
、
お
よ
そ
勉
強
し
よ
う
と
い
う
気
を
起
こ
さ
せ
る
環
境
に
は
な
く
１
１
ほ
か
の
大
学
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
１
１
か
な
り
を兼ねた合宿を行った。これは近世史専攻の大学院生の永の参加
で
あ
っ
た
。
暖
か
い
は
ず
の
房
総
も
、
あ
の
と
き
は
あ
い
に
く
風
が
強
く
雨
も
よ
う
の
寒
い
日
で
あ
っ
た
。
学
生
生
活
の
最
後
で
あ
り
、
お
り
し
も
荒
波
を
見
て
、
世
の
荒
波
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
で
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
ふ
た。再び話を現在にもどそう。学生の頃の勉学・経験は、たとえど
のような職業に就いても応用する形で生かすべきである。私は近
世史の専攻であるが、仕事柄、ほかの専攻分野あるいは全体の事
務
的
な
仕
事
を
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
信
の
もてない部分が多数あって悩まざるを得ない。しかし、怯むこと
な
く
、
未
知
の
も
の
に
ぶ
つ
か
り
、
経
験
を
生
か
し
て
事
を
成
就
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
今
は
秋
川
市
に
住
所
を
移
し
た
。
仕
事
あ
る
い
は
仕
事
以
外
で
八
王
子
市
・秋川市の郊外を通るとき、合宿したあたりのことを考えると、
懐しく思えてくる日々である。
（昭和四八年度卒業・昭和五五年度院博士課程単位取得）
法
政
史
学
第
四
十
号
大
学
時
代
の
思
い
出
清
水
久
夫
絶望的な状況にあって、やがて授業も行われなくたり、私も全く
勉
強
を
し
な
く
な
っ
た
。
長
い
休
校
の
後
再
開
さ
れ
た
授
業
へ
も
あ
ま
り
出
席せず、そのため一年生のときにはほとんど単位を取得できなか
った。それでも自動的に二年生に進級し、授業へ出るようになっ
た
。
し
か
し
、
あ
い
か
わ
ら
ず
、
長
い
休
校
期
間
は
あ
っ
た
。
三
年
生
に
な
っ
た
頃
に
は
、
ほ
ぼ
正
常
に
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り、私も〃初心〃にかえり、勉強を始めた。その年、村上恒先生
は、兼任講師として法政大学で講義を受けもたれ、私はその授業
には一度も休まず出席した。ほかに、佐藤進一先生、児玉幸多先
生
、
そ
れ
か
ら
一
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
石
母
田
正
先
生
の
授
業
授
業
に
も
〃皆勤〃したように思う。授業に出るだけではなく、その先生方
の
著
書
、
論
文
も
読
ん
だ
が
、
今
考
え
て
承
る
と
、
ど
の
程
度
理
解
で
き
て
い
た
の
か
疑
問
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
努
力
は
していた。
四年生になったとぎ、豊田武先生が兼任講師として法政大学で
識義を受けもたれた。私も先生の授業に川席し、先生の御自宅で
卒論の指導を受けた。そのとぎの私には、〃基礎学力〃とよべる
よ
う
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
’
い
く
ら
い
っ
し
ょ
う
け
んめいに勉強したつもりでいても、〃独学〃に近く、まだ実力不
充
分
で
、
そ
れ
を
指
導
さ
れ
た
先
生
の
御
苦
労
は
、
た
い
へ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
Ｃ
そ
れ
で
も
、
豊
田
先
生
の
御
指
導
の
お
か
げ
で
、
無
事
卒
論
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
学
院
へ
の
入
学
も
認
め
ら
れ
た
し
私
が
、
豊
田
先
生
と
い
う
す
ぐ
れ
た
指
導
者
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な
中
世
史
の
勉
強
を
一
一
一
二
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私
が
七
年
間
在
学
し
た
大
学
院
を
去
る
直
前
、
豊
田
先
生
が
急
逝
さ
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
の
こ
と
で
、
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
先
生
が
法政大学の教授に就任されたときと、私が大学院へ入学したのが
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
私
の
大
学
院
時
代
は
豊
田
先
生
が
法
政
大
学
教
授
と
し
て
お
ら
れ
た
時
期
と
一
致
し
て
い
た
。
先
生
が
な
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
も
う
豊
田
先
生
の
御
指
導
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
法
政
に
は
ほ
か
に
も
教
え
を
う
け
た
す
ぐ
れ
た
先
生
方
が
お
ら
れ
、
ま
た
よ
い
先
輩
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
私は、いくつかの博物館を経て、現在世田谷区美術館の学芸員
となっているが、作肺の貸价、あるいは学芸員の研修など館どう
し
の
交
流
は
多
い
が
、
そ
の
さ
い
博
物
館
、
美
術
館
の
学
芸
員
に
、
法
政
大
学史学科出身者の多いことには驚かされている。これも、先生方
や先輩方の御努力によるところが大きく、史学科のつくりだした
ひとつの大きな実績として、誇ってよいことと思うｃ博物館、美
館は、余暇の増加、社会教育の重視という近年の傾向のなかで、
今後ますます社会的に大きな位置を占めるであろうことは間違い
な
っ
て
い
る
。
私
が
行
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
始
め
た
の
は
、
そ
の
と
き
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
し
大
学
院
へ
は
、
修
士課程、博士課程合わせて七年間在学したし
大
学
院
生
活
で
思
い
出
に
の
こ
る
の
は
、
年
に
数
回
行
っ
た
ゼ
ミ
旅
行
で
あ
る
。
そ
の
と
ぎ
に
、
い
ち
ば
ん
積
極
的
で
い
つ
も
先
頭
に
立
っ
て
私
た
ち
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
っ
た
の
が
、
豊
田
先
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
行
で
は
各
地
で
貴
重
な
資
料
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
私
自
身
の
重
要
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
私
が
何
度
か
こ
の
旅
行
の
幹
事
を
つ
と
め
た
の
も
、
よ
い
恩
思
い
出
岩
壁
義
光
十
二
月
初
旬
、
大
学
・
大
学
院
時
代
の
思
い
出
や
史
学
会
の
活
動
ぶ
り
に
ついて「外から見た」実感を書いてほしいとのご依頼を受けた。
そ
の
「
外
か
ら
見
た
」
と
い
う
文
面
を
読
孜
な
が
ら
、
私
が
す
で
に
卒
業
者
・
学
外
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
自
分
自
身
い
、
実
は
本
当
に
驚
い
て
い
た
’
私
に
と
っ
て
大
学
院
生
活
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
な
法政大学史学会との関わり。したがって、ある意味では学生生活
の延長のような現在の生活が、自分の意識の中に、時間的断絶を
経ぬまま、時間を越えて過去を平行移動させ、私にこの「驚き」
をもたらしたのであるＱそうした私が、思い出や活躍ぶりについ
て語ることが適切か否かは別として、思い出すまま、学生の頃を
振り返ってふたい。
私が大学に入学した昭和四五年頃は、学園紛争の嵐のような時
代であった。私にとって史学会は飽くまで大学院生活であり、大
な
い
Ｅ
世
田
谷
美
術
館
な
ど
、
新
し
く
で
き
た
美
術
館
の
活
動
を
ゑ
て
い
る
と
、
そ
の
変
化
が
よ
く
わ
か
ろ
う
く
そ
れ
に
と
も
な
い
、
館
運
営
の
中
心
と
な
る
学
芸
員
の
役
割
も
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
」
そ
の
よ
う
な
な
かで、学芸員の力量が試され、大学で何を学んできたかが問われ
ることになる’法政大学で、先生方や諸先輩方にお教えいただい
たことを、今後も大事にしてゆきたいと思う仁
（昭和四七年度卒業・昭和五四年度院博士課程単位取得）
近
代
史
文
献
講
読
会
の
こ
ろ
￣
－－
－
－一
一
￣
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学
生
時
代
で
は
な
い
。
授
業
を
中
断
す
る
ア
ジ
演
説
や
討
論
会
、
教
育
大
生
殺
人
事
件
に
端
を
発
し
た
長
期
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
行
な
わ
れ
な
い
授
業
と
試
験
、
私
に
は
学
園
祭
の
記
憶
も
少
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
か
大
き
な
不
満
は無かった。「さぼりたい」という気持ちからではなく、「時」と
いうか何かが動いているという実感があった。だが、次第に他大
学の紛争が終息してくると、うちの大学ではこんな事をいつまで
続けて行くのだろうかという気持ちになってきた。そうした「日
和味」的な自分に苛立てば苛立つほど、同時に強烈な知識欲が自
分
を
襲
う
よ
う
に
な
っ
た
Ｃ
他
大
学
に
移
ろ
う
か
と
考
え
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
こ
う
し
た
あ
る
日
、
安
岡
昭
男
先
生
か
ら
『
謹
護
録
』
講
読
会
へ
の
お
誘
い
を
受
け
た
。
い
ま
考
え
る
と
、
こ
の
お
誘
い
が
史
学
会
と
の
積
極
的
な
関
係
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
安
岡
先
生
を
中
心
に
、
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
濱
徹
夫
君
ら
四
、
五
名
。
私
よ
り
年
下
で
、
す
べ
て
各
ク
ラ
ス
の
史
学
会
委
員
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
毎
週
開
か
れ
る
講
読
会
は
輪
読
と
問
題
点
を
互
い
に
出
し
合
い
な
が
ら
、
私
は
彼
等
と
接
す
る
内
に
、
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
学
生
生
活
を
知
り
、
こ
の
こ
と
が
後
日
の
進
路
を
決
め
る要因の一つになった。それほど、この講読会の意味は私にとっ
て
は
大
き
か
っ
た
。
講
読
会
の
中
で
の
興
味
と
知
識
の
共
有
経
験
は
、
大
学
院
進
学
後
に
多
く
の後輩との関係をつくり出した。私は、大学院進学後直ちに史学
研
究
室
の
お
手
伝
い
を
命
じ
ら
れ
、
以
後
ド
ク
タ
ー
進
学
後
、
職
に
就
く
ま
で研究室に勤務した。この研究室時代、日本史概説を担当されて
いた伊藤玄三先生から、学生の中に近代史専攻の希望者がおり、
研究会があれば参加したい旨の申し出があったので、私にその研
法
政
史
学
第
四
十
号
究
会
を
開
け
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
「
御
達
」
に
従
い
、
近
代
史
研
究
会
を
開
い
た
迄
は
い
い
が
、
自
分
の
力
不
足
は
如
何
と
も
し
難
い
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
遠
山
茂
樹
先
生
の
『
明
治
維
新
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
維
新
史
研
究
で
あ
っ
た
。
当
時
社
会
科
学
研
究
科
で
政
治
学
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
遠
山
先
生
の
御
著
書
な
ら
、
問
題
が
起
こ
っ
た
時
点
で
そ
の
都
度
質
問
し
て
解
決
し
て
い
け
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
近
代
史
研
究
会
は
、
あ
る
時
期
は
近
代
文
書
講
読
を
、
あ
る
時
期
は
日
本
資
本
相
義
論
争
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
そ
の
後
参
加
人
数
を
次
第
に
増
や
し
な
が
ら
後
輩
へ
と
引
き
継
が
れ
、
そ
の
時
に
出
来
た
交
友
関
係
が
現
在
も
続
い
て
い
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
私
が
研
究
室
員
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
当
然
の
事
な
が
ら
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
膨
大
な
研
究
室
雑
務
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
い
ま
で
も
感
謝
している（もっとも「岩壁先輩は人使いが荒い」との噂は否定で
きない）。
今
は
研
究
機
関
や
教
育
機
関
に
職
を
持
つ
大
学
院
時
代
の
先
輩
や
後
輩
と
の
関
係
が
、
情
報
交
換
な
ど
を
通
じ
て
一
段
と
緊
密
化
し
て
い
る
一
方
、
当
時とは比較にならないほどの情報量を持つ私の所には、他大学の
学生が多くの疑問を持ち込んで来るのに対し、法政大学史学科の
学生が一人も訪ねてこないのは何故であろうか。かつて一人米国
で冬を過ごしていた時、プリンストン大美学専攻のＯＢと在学生
が
博
物
館
に
懇
親
会
を
兼
ね
て
集
ま
り
、
大
討
論
を
行
な
う
の
を
見
て
、
強
く
嫉
妬
を
感
じ
た
こ
と
も
今
も
痛
烈
に
思
い
出
す
。
と
こ
ろ
で
、
不
勉
強
の
ま
ま
研
究
室
に
座
っ
て
る
と
思
い
も
よ
ら
ず
勉
強
にたることが良くあった。
四
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堀
田
ト
ヨ
ひ
と
く
ち
に
通
信
教
育
と
い
っ
て
も
、
そ
の
入
学
者
の
層
は
多
様
で
あ
ろ
う
し
、
又
そ
の
目
的
も
種
女
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
先
生
方
も
、
イ
ン
ス
ト
ラ
クターの方女あたふた象ならぬ御苦労があることと思う。
私が法政の通教に入学したのは昭和二十年も末のことである。
当
時
私
が
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
日
本
の
南
進
政
策
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
し
た
時
に
、
突
然
、
、
故
豊
田
武
先
生
か
ら
次
の
よ
う
な
巌
し
い
主
旨
の
ご
指摘を頂いた事がある。
歴
史
を
理
解
し
研
究
し
て
い
く
に
は
、
広
い
視
野
と
多
様
な
思
考
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
つ
の
テ
ー
マ
、
一
つ
の
見
方
は
研
究
を
深
め
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
歴
史
家
を
志
す
以
上
は
そ
の
守
備
範
囲
を
必
ず
広
く
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
将
来
に
亙
っ
て
は
歴
史
の
理
解
を
深
め
る源になる。私は中世史の専門家だが、近代史の論文を発表した
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
が
す
べ
て
良
い
と
は
言
わ
な
い
が
、
君
は
現
状
に
満
足
せ
ず
、
少
な
く
と
も
近
代
の
政
治
・
経
済
・
文
化
等
々
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
に
努
め
、
岩
壁
君
は
外
交
史
が
専
門
だ
が
、
経
済
も
、
文
化
も
出
来
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
た
り
た
ま
え
。
近
年
、
歴
史
の
研
究
者
が
自
分
の研究領域に安住しすぎる傾向が強い。
この時の赤子に教え諭すような故豊田先生のご口調は、最近特
に
強
く
脳
裏
に
こ
だ
ま
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
（昭和四九年度卒業・昭和五八年度院博士課程単位取得）
思
い
出
生
涯
苦
学
生
当時私は岩手県の花巻で中学校の教師をしていた。第二次世界大
戦
の
末
期
東
京
か
ら
花
巻
に
疎
開
し
、
そ
こ
で
三
年
の
間
に
相
次
ぎ
両
親
を
失
っ
た
の
で
あ
る
』
高
校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
県
の
教
職
員
採
用
試
験
を
受け、花巻中学校に奉職した」大学の通信教育を受けようと思っ
たのは、二年下の弟を大学に進学させ、卒業した後に姉を犠牲に
し
た
と
い
う
、
心
の
負
担
を
残
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
も
大
学
を出れば、弟も安心するであろうと考えた。
今
振
り
返
っ
て
承
る
と
、
一
番
辛
か
っ
た
の
は
そ
の
頃
で
あ
っ
た
’
昼
は
新米教師として教壇に立ち、馴れない授業に声の使い方もわから
ず
、
家
に
帰
る
と
喉
も
胸
も
上
リ
ヒ
リ
と
痛
む
毎
日
で
あ
っ
た
に
加
え
て
教
材
準
備
が
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
一
晩
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。
馴
れ
て
来
る
と
空
き
時
間
等
の
利
用
も
覚
え
、
少
し
ず
つ
リ
ポ
ー
ト
書
き
に
時
間
が
廻
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岩
手
の
冬
は
寒
い
。
今
の
よ
う
に
暖
房
が
完
備
し
て
い
る
わ
け
も
な
く
、
炬
燵
に
も
ぐ
り
込
ん
で
、
夜
半
柱
の
凍
っ
て
ひ
び
割
れ
る
音
を
聞
き
な
か
ら
リ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
た
、
そ
れ
だ
け
に
リ
ポ
ー
ト
の
添
削
が帰って来る日が待ち遠しかったｃまた単位修得試験を受けに、
ガ
タ
ゴ
ト
汽
車
に
ゆ
ら
れ
て
、
一
ノ
関
へ
行
く
の
し
楽
し
ゑ
だ
っ
た
。
何より嬉しかったのは、スクリーンングで故郷の東京へ出られ
ることだった』夏休承は勤務が学校だったので、比較的自由に上
京
で
き
た
。
体
育
は
武
蔵
小
杉
の
木
月
校
舎
の
グ
ラ
ン
ド
迄
い
っ
た
。
真
夏
の
暑
い
盛
り
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ
て
テ
ニ
ス
を
や
り
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
東
横
線
の
ホ
ー
ム
で
電
車
を
待
っ
て
い
る
と
、
ポ
ッ
ン
と
立
っ
て
い
る
の
は
木
且校舎の時計台と、お風呂屋さんの煙突だけで、その向こうに真
赤な夕陽が燃えていた’
一
五
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弟も大学の工学部を卒業し名古屋に就職したので、私は退職し
て東京匹民った“そして一年間を通年スクーリングで過ごした。
晴
れ
た
日
は
校
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
冊
年
館
の
校
舎
の
窓
か
ら
遠
く
富
士
山
が
望
ま
れ
た
。
靖
国
神
社
の
樺
の
美
し
い
紅
葉
は
今
も
変
ら
な
い
が
、
富
士
山
の
見
え
る
日
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「古文書学」の佐藤進一先生と、「仏教史」の笠原一男先生は、
講
義
が
終
る
と
市
ヶ
谷
の
橋
を
渡
っ
た
右
角
の
ル
ノ
ア
ー
ル
に
、
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と学生達を連れて行って下さった。コーヒーを御馳走になりなが
ら
、
質
問
を
し
た
り
、
先
生
の
御
研
究
や
学
会
の
様
子
な
ど
伺
っ
た
り
し
た
。
そ
こ
で
得
た
も
の
が
、
教
室
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
竹
内
先
生
に
は
「
西
洋
史
概
説
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
史
」
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
テ
ス
ト
の
時
、
学
生
が
ノ
ー
ト
持
ち
込
糸
可
の
「
キ
リ
ス
ト
教
史
」
は
、
先
生
も
ノ
ー
ト
を
御
覧
に
な
っ
て
講
義
さ
れ
た
が
、
ノ
ー
ト
持
ち
込
承
不
可
の
概
説
の
方
は
、
御
自
分
も
何
も
御
覧
に
な
ら
ず
に
講
義
さ
れ
、
そ
の
先
生
の
お
人
柄
に
う
た
れ
た
。
概
説
は
必
修
だ
っ
た
か
ら
受
講
生
も
多
く
、
六
、
七
十
人
は
い
た
と
思
う
。
そ
れ
で
も
後
の
方
の
席
で
も
よ
く
聴
こ
え
、
私
語
を
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
今
日
私
は
、
湯
川
秀
樹
博
士
と
同
僚
で
理
論
物
理
学
御
専
攻
の
中
村
誠
太
郎
先
生
と
お
茶
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
先
生
は、国立と私立の学生の違いについて、「授業中の静けさと、騒が
し
さ
で
し
ょ
う
ね
」
と
仰
言
っ
た
。
四
年
程
前
、
法
政
の
聴
講
生
に
な
っ
た
友
人
に
つ
き
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
ゼ
ミ
の
少
人
数
の
教
室
で
は
静
か
な
の
だ
が
、
五
十
人
以
上
に
な
る
と
、
最
前
列
の
席
で
な
け
れ
ば
、
先
生
の
お
声
が
聴
こ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
何
故
今
授
業
中
に
私
語
法
政
史
学
第
四
十
号
が
多
い
の
だ
ろ
う
。
授
業
料
は
私
立
の
方
が
何
倍
も
高
い
の
で
あ
る
。
親
は
我
が
身
を
削
っ
て
子
供
達
を
通
学
さ
せ
て
い
る
の
だ
。
な
ん
だ
か
と
て
も
悲
し
く
な
っ
た
。
現
在
私
は
、
数
人
の
仲
間
と
古
文
書
を
読
ん
で
い
る
。
皆
不
惑
を
過
ぎ
た
女
性
で
あ
る
。
彼
女
達
は
歴
と
し
た
大
学
卒
な
の
に
、
日
本
史
出
ば
私
の
外
二
人
し
か
い
な
い
。
三
十
歳
を
過
ぎ
て
人
生
の
目
的
を
考
え
、
何
か
を
求
め
て
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
古
文
書
と
出
会
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
と
ぎ
私
は
、
彼
女
達
に
と
っ
て
大
学
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
し
て
大
学
と
い
う
所
は
、
一
律
に
十
八
歳
で
入学するのではなく、それぞれ「生きる目的」を考えた時に入学
すべき所ではなかろうかと思った。
ともあれ「古文書が生き甲斐」となると、解読の上達ぶりはめ
ざましい。私はカルチャーセンターに行く時間があるのなら、そ
れ
ぞ
れ
母
校
の
日
本
史
（
又
は
国
史
）
学
科
の
聴
講
を
奨
め
て
い
る
の
だ
が
、
な
か
な
か
実
現
し
な
い
。
大
学
は
一
度
卒
業
証
書
を
手
に
し
て
し
ま
う
と、敷居の高い所となって、単なる青春の一通過点にすぎないと
し
た
ら
あ
ま
り
に
も
淋
し
い
。
人
生
と
い
う
大
海
を
た
だ
よ
う
数
多
の
卒
業
生
に
と
っ
て
、
母
校
は
常
に
母
港
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
切
に
願
う
。
（通信教育部昭和四八年度卒業）
島
村
芳
宏
私
が
史
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
の
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
で
、
そ
の
時
は
大
学
時
代
の
思
い
出
一ハ
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漠
然
と
西
洋
史
、
そ
れ
も
古
典
古
代
の
勉
強
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
二
年
に
な
っ
た
時
、
本
格
的
に
西
洋
史
の
勉
強
を
す
る
な
ら
ば、原書を講読できるだけのいくつかの語学力が必要であること
を知り、専攻の再考を考え始めていました。
そ
の
よ
う
な
時
、
同
級
生
の
一
人
が
「
近
世
文
書
研
究
会
」
と
い
う
古
文
書
を
勉
強
す
る
会
が
あ
り
、
自
分
は
そ
れ
を
見
学
に
行
く
か
ら
一
緒
に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
と
い
わ
れ
、
私
も
暇
で
あ
っ
た
の
で
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
場所は六十九年館の二階、たしか九二六号室だと記憶しています。
室内には一○人位おり、多少年輩の人が、黒板に向かって何か
を
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
’
後
で
そ
の
人
が
研
究
会
の
Ｏ
Ｂ
で
、
大
学
院
生
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
が
く
友
人
と
私
は
見
学
に
来
た
旨
を
告
げ
、
そ
の
時
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
古
文
書
の
青
焼
き
コ
ピ
ー
を
見
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
古
文
書
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
先
輩
の
説
明
を
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何
か
面
白
そ
う
な
の
で
、
そ
の
後
も
週
一
回
の
研
究
会
に
は
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た。そ
の
年
の
夏
、
研
究
会
の
二
回
の
合
宿
で
長
野
県
小
県
郡
和
田
村
（
旧
和
田宿）の旧問屋の遠藤氏宅、および八王子市の法蓮寺に宿泊し、
宿
場
関
係
や
八
王
子
千
人
同
心
関
係
な
ど
、
実
物
の
古
文
書
を
初
め
て
見
て
読
解
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
読
め
ず
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
に
大
分
絞
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こうして近世文書研究会に入会したことがきっかけとなって、
当
時
研
究
会
の
顧
問
を
勤
め
ら
れ
て
い
た
村
上
直
先
生
や
丹
治
健
蔵
先
生
を
思
い
出
は
じ
め
、
研
究
会
の
Ｏ
Ｂ
諸
氏
・
大
学
院
生
の
方
な
ど
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
史
学
研
究
室
に
も
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
この当時の法政は、いまだ大学紛争の最中で、学生による授業
妨
害
・
試
験
妨
害
、
ま
た
学
校
側
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
が
度
重
な
り
、
授
業
を
落
ち
着
い
て
聴
け
る
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
研
究
会
で
は
、
古
文
書
の
講
読
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
史
一
般
の
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
貰
い
、
そ
の
喝
を
癒
し
た
も
の
で
し
た。大学全体はこのような状況でしたが、その一方で東北大学から
法
政
へ
来
ら
れ
た
故
豊
田
武
先
生
や
村
上
先
生
な
ど
が
中
心
と
な
ら
れ
て
、
大
学
院
と
学
部
の
交
流
を
よ
り
深
め
よ
う
と
計
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
効
あ
っ
て
か
、
学
生
達
は
先
生
方
の
外
に
、
大
学
院
生
の
方
に
も
い
ろ
い
ろ
と
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
研
究
会
と
ともに、大学院生の方から学んだことはその後大いに役立ちまし
た。昭和五十一年四月、私は浅学非才の身も願ゑず大学院修士課程
日本史学専攻に入学し、村上先生の下でさらに三年間学ばせてい
ただきましたが、現在に至るまでこれといった学問的成果をあげ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
先
生
に
対
し
て
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
く
、
慨
促
た
る
思
いです。
私
が
入
学
し
た
頃
の
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
は
、
博
士
課
程
・
修
士
課
程
合
わ
せ
て
三
○
名
を
越
す
当
時
と
し
て
は
大
所
帯
で
し
た
が
、
そ
の
活
動
も
活
発
で
し
た
。
院
生
の
自
主
編
集
に
な
る
「
法
政
史
論
』
の
刊
行
を
始
め
、
東
京
近
県
の
日
本
史
専
攻
の
大
学
院
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
「
日
本
史
合
七
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同研究発表会」への参加、八王子セミナー〈ウスでの合宿、また
学部学生との合同調査・合宿なども行なわれました。個人の研究
は別として、日本史学専攻として活動する場合には、必ずしも専
攻時代の縦割りの枠に縛られることなく、運営協同体として院生
が活動していこうとする意識が働いていたように、私には感じら
れていました。
また法政大学大学院日本史学専攻は、全国でも稀有の二部（夜
間）の大学院ですので、先輩・同輩には学部から入学した者ばか
りでなく、社会経験も豊富で、かつ学問・見識も－廉の方々も入
学されていましたので、そのような方点から得たものもいろいろ
とありました。あまつさえ、そのような方々のお力添えを以て、
その後諸方面に就職することができた院生・学生の数は少なくあ
りません。かくいう私もその一人です。浅学非才の身でありが
ら、今日こうして美術館に勤務して仕事をしていけますのも、元
を正せば法政大学に入学して、馨咳に接することのできた当時の
諸先生・諸先輩方のご指導ご鞭漣のお陰だと感謝致しておりま
す。また、在学中に知りえた方女との人間関係は現在の私にとっ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
外
的
環
境
は
良
好
な
ら
ず
と
↓、良い時に法政大学文学部史学科および大学院日本史学専攻に
在学できたと思っております。
末筆ながら、法政大学史学会のますますのご発展をお祈り致し
ております。
（昭和五○年度卒業：昭和五三年度院修了）
法
政
史
学
第
四
十
号
根
崎
光
男
私が法政大学史学科を卒業したのは、昭和五十二年三月である。
しかし私の場合、その後六年間大学院に籍を置いていたから、大
学には合わせて十年間在籍していたことになる。そのため、つい
五、六年前まで大学に通っていたことになる。一見、長い歳月の
ようであるが、今思い出して承ると実に短かったというのが実感
である。それだけ日々時間に追われていたということであろう。
大学に入学した頃は、校庭の鉄柵塀沿いにバラックのサークル
室が所狭しと立ち並び、各部屋の前にはへルメットやら、竹ざお
が置いてあり、学内紛争でまだ揺れていた。このような状態であ
っ
た
た
め
、
学
期
末
の
テ
ス
ト
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
な
く
卒
業
し
た
が、逆に短期間に多数のレポートを提出しなければならず、いつ
も
閉
口
し
て
い
た
。
このような学内状況にもかかわらず、一般学生は比較的のんび
り
し
た
し
の
で
、
当
世
の
学
生
気
質
を
満
喫
し
て
い
た
。
単
位
を
取
得
す
る
の
に
出
席
率
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ
ず
、
あ
ま
り
興
味
の
な
い
授
業
に
出
な
い
と
い
う
要
領
の
良
さ
は
、
今
も
昔
も
か
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ぞ
と
い
う
授
業
は
皆
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
史
学
科
は
豊
田
武
・
河
原
正
博
・
村
上
直
・
安
岡
昭
男
・
倉
持
俊
一
・
伊
藤
玄
三
の
各
先
生方であったが、それぞれ個性あふれる講義を展開されていた。
私
は
近
世
史
を
専
攻
し
た
の
で
、
村
上
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
が
、
当
思
い
出
雑
感
八
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時
の
先
生
は
ま
だ
若
く
１
１
今
で
も
若
い
の
で
す
が
ｌ
血
気
さ
か
ん
で
、
私にとっては非常にこわい存在であった。しかし、女子学生には
優しかったようで、村上ゼミは女性が大変多く三対一ほどの比率
で、私たち男子の影は薄かったような気がする。ゼミの運営はゼ
ミ生が交替で報告し、それに質問をし、先生がアドバイスをする
という形式であったが、一夜漬けに等しいながらも、内容はとも
かくとして、よく調べていたと思う。ゼミの合宿も楽しい思い出
である。私が四年の時、都下の五日市町の禅寺で合宿をしたこと
があった。合宿にはほぼ全員のゼミ生が参加し、女子の多い合宿
はさぞ賑やかで、楽しいのであろう、と考えていたが、その中味
は惨女たるものであった。というのは、朝五時半頃に起床し、二
時
間
ほ
ど
の
座
禅
を
組
む
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
、
夕
方
に
も
や
る
の
だ
が、早起きに憤れていない私にとっては地獄であった。それとゼ
ミ生交替での自炊、これも楽しい思い出であるｃこの時炊事をき
り
回
し
て
く
れ
た
の
は
Ｄ
君
で
あ
り
、
新
た
な
一
面
を
見
た
思
い
が
し
た
も
のである。授業中では発見できないことが、こうした合宿の際に
は気づくものである。
その後、私は大学院に進永、まもなくして史学研究室の事務を
週に二回担当することになった。当時は大学院棟の隣の建物の保
健室の一一階にあったが、狭い部屋でいかにも老朽といった感じで
あった。学生五、六人が入るともう一杯という状況にもかかわら
ず、比較的研究室への出入りは多く、多数の学生・院生が利用し
ていた。ここはまた村上・安岡両先生の研究室で、向い側が伊藤
先生の研究室であったから、個人的にいろいろな話を伺う機会が
思
い
出
あ
り
、
貴
重
な
人
生
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
研
究
室
の
勤
務
の
な
か
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
。
当
時
、
お
そ
ら
く
学
内
へ
の
機
動
隊
導
入
問
題
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
一
部
学
生
が
先
生
方
に
そ
の
責
任をめぐって糾弾を繰り返していた。その頃、文学部の事務の方
か
ら
「
お
宅
の
Ｋ
先
生
が
捕
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら
で
対
処
し
て
下
さ
い」という。この時ばかりはさすがに困惑した。そのうち、いつ
も研究室に来ている先輩たちがまもなく来るだろうと数分待って
ふ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
け
誰
も
来
た
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
日
お休承していた豊田・村上両先生のご自宅に電話をしてふたとこ
ろ、「Ｋ先生は今体調をくずされているから、長時間にわたらない
よ
う
に
、
す
ぐ
助
け
に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
ご
返
事
で
あ
っ
た
。
丁度その時やって来た後輩に研究室に残ってもらい、早速現場に
駈けつけてゑた。そうすると、Ｋ先生と地理学科の先生とがテー
ブルで積糸上げられた壇上に上げられ、二十数人の学生に取り囲
ま
れ
て
い
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
Ｋ
先
生
の
疲
労
感
が
目
に
見
え
て
わかったが、非力な私にはどうすることもできず、ただ傍らで終
わるのを待つだけであったここ、三時間ほどして解放された先生
に「お疲れざまでした」という言葉しかかけられない私に「大丈
夫だ」というお言葉は何にもまして有難かった’あの時の事を考
え
る
と
、
Ｋ
先
生
に
は
今
で
も
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
い
出
を
残
し
て
く
れ
た
法
政
大
学
史
学
科
を
卒
業
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
ま
ず
も
う
少
し
史
学
会
を
盛
大
な
も
の
に
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
大
学
の
史
学
会
が
旺
盛
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
見
聞
す
る
に
つ
け
、
い
つ
も
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
る
。
当
然
、
卒
一
一
九
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鈴木（旧姓狩俣）英美子
あれは、三年生の時だったろうか。
吾妻鏡を豊田先生を囲んで、ゼミ生十名程が読んでいた時のこ
とである。突如、一人の長髪の男子学生が立ち上がり、「今、俺
た
ち
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
い
い
の
か
。
も
っ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
俺
た
ち
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
間
に
も
、
世界中では・・…・」というようなことを間断なくしゃべり続けた。
そ
こ
に
居
た
私
た
ち
は
、
唖
然
と
し
、
ひ
と
し
き
り
彼
の
演
説
を
聞
い
て
い
たのである。
そう、あの時代は、学生運動の火が、もうその炎を消さんとし
ている時だった。
彼の体制打破の主張に対し、何人かの男子学生が、「うるさい
んだよ。」「何、言ってるんだ。」「今は文書を読んでいるんだ。」
などと彼に浴びせ、言い合いが激しくなっていった。
そんな言い合いを遮るように、豊田先生がおっしゃった。
「出て行きたまえ。」
静
か
で
、
そ
れ
で
い
て
、
お
腹
の
底
に
ず
っ
し
り
と
響
く
声
で
あ
っ
た
。
業
生
の
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
魅
力
あ
る
企
画
で
活
気
あ
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
未
来
あ
る
法
政
大
学
史
学
会
の
た
め
に
も
…
…
。
（昭和五一年度卒業・昭和五六年度院博士評程単位取得）
法
政
史
学
第
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在
学
時
代
の
想
い
出
ｌ
師
・
友
・
サ
ー
ク
ル
ー
彼は、下駄の音を鳴らして、九年館の教室から出て行った。
その講義が終って、学生ホール上の食堂で先生と昼食をとって
いた時、先生は、
「彼の一一一一口いたいことも分からない訳ではないね。……でもね……」
と
言
葉
を
き
ら
れ
た
。
箸をとめて、そう、ぽつりとおっしゃった。今は亡き、豊田武
先
生
の
お
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
先
生
の
お
宅
へ
何
度
も
お
じ
や
ま
し
て
、
書
き
上
げ
た
卒
業
論
文
を
私
は、今も、史学科で学んだ足跡として、書棚に置いてある。
尊敬すべき師との出会いと共に、私は、数多くの友から、大き
な影響を受け、史学科の四年間を過ごしてきた。
現在、都内の中学校で教鞭をとっている友、誰よりも勉強熱心
で、国史大系をかかえていたつけ。ビル掃除のアル簿〈イトをし、
自
立
し
て
い
る
姿
に
驚
か
さ
れ
た
の
を
思
い
出
す
。
やはり、千葉県の中学校で教員をしている友。生徒一人ひとり
のことを、ノイローゼになる程、考えてあげているだろうな。い
つまでも、文学青年でいることだろう。
体育科に進まなかったのが不思議なくらいのスポーツマンは、
今は、役所勤め。一見、遊び人のようで、本当は、真面目人間だ
った。河原先生と一対一で東洋史に没頭していた友。高校の専任であ
り、大学の講師でもある彼は、勉学の毎日なのだろうか。どんな
論文を書いているだろう。
私たちの仲間では、最も年上でフェミニストであった友。美人で
○
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おきゃんな彼女のヘートを見事に在学中、射止めたつげ。郵便局
で
も
周
り
の
人
た
ち
に
、
何
か
ほ
っ
と
す
る
優
し
さ
で
接
し
て
い
る
ん
だ
ろ
うな。最も年下なのに、雑学ならお任せの友。史学科の研究室に毎日
通って、よく勉強していたつけ。今は、京都で、相変わらず古文
書と暮らしている。早口が懐かしい。
そして、豊田先生の愛弟子で、小柄な先生の重い鞄をいつも持
って歩いていた友。板碑の研究で埼玉県庁勤め。好きなことを思
い
き
り
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
史学科の同じクラスに籍を置いたことが、彼らとの出会いにな
り、多くのことを学んだ。各自がテーマをもって、レポートを発
表し合ったり、教員を目ざして、テストを受けに行ったり、ま
た
、
中
学
生
相
手
の
塾
を
開
い
た
り
と
考
え
る
前
に
身
体
が
動
い
て
い
た
あ
三年間ではあるが、史蹟踏歩会に所属していたことも、私の学
生生活においての一ページである。
顧問の芥川先生とはあまりお話できる機会がなかったのだが、
卒業後、豊田先生の最終の記念講義の際にお会いし、その時、友
がとってくれた先生とのスナップ写真がアルバムにあるのが嬉し
いｏ諸先輩方や仲間たちと飛鳥の地を歩いたり、発掘作業に行った
り、石碑の調査をしたり、時には、ソフトボールや尋ハレーポール
で遊んだりと次から次へとサークルでの思い出が頭に浮かんでく
る。 た、中学生起
の頃である。
画
し
い
州
閂
「法政史学」の史学科創設五○周年記念号に学生時代の思い出
を
と
原
稿
を
依
頼
さ
れ
て
、
考
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
入
学
し
た
の
が
昭
和四八年四月。まだ学園紛争の余壗冷めやらぬころで、大学構内
にに大きなタテカンがたくさんあり、試験もときどき中止になる
という頃であった。こんな時代であったから、勉強をやりに大学
に入学したとは必ずしも言いかねるとはいえ、入学式につづいい
て全然授業がなく五月の連休になるという大学の様子に、大変面
教員試験のために最後までサークル活動を続けず、先輩が私に
教えてくれた数々のことを後輩に伝えずにきてしまったことが悔
やまれてならない。夫に踏歩会からの葉書きや．〈ンフレットが送
ら
れ
て
く
る
た
び
に
羨
し
く
な
が
め
て
い
る
。
思い浮かぶままに、法政大学時代のことをふり返ってふたが、
小学校の教員をしている現在、子供たちに話すことは、「よい師、
よい友、よい仲間にめぐり会うことの素晴らしさ」であり、「人
間は、他から必要とされてこそ、生きる価値がある」ということ。
史学科に所属し、数多くの師から教え導かれたこと、数多くの
友と悩糸過ごしてきたこと、歴史を通して、人間を通して、自分
の生きる価値を知らされたことは、私にとって欠けがえのない四
年間だったのである。
（昭和五○年度卒業）
史
学
科
の
思
い
出
￣
－
－
－
－
小
出
輝
雄
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食
ら
っ
た
こ
と
を
お
も
い
だ
す
。
こ
ん
な
状
態
で
は
知
人
と
い
え
ば
同
級
生、それも史学科と地理学科の連合クラスで、わたしの友人は地
理
の
人
間
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
考
古
学
研
究
会
に
は
本
当
の
偶
然で入部できたことが自分の一生を決定したような気がする。も
ともと歴史が好きで史学科に入ったのであるが、それまでは近代
史
を
専
攻
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
が
、
夏
休
永
で
横
浜
市
内
の
調
査
に
参
加して以来病承付きになり、ほとんど授業にも出席しないで、現
場に出っぱなしという状態であった。これは学園紛争とマンモス
大
学
と
い
う
状
況
下
で
、
授
業
は
つ
ま
ら
な
い
、
欠
席
し
た
っ
て
関
係
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と
お
も
う
。
二年の時に考古学の先生として伊藤玄三先生が着任され、僅か
三
畳
程
の
広
さ
の
史
学
科
の
物
置
に
考
古
学
研
究
室
の
看
板
を
掲
げ
ら
れ
た
。
板
橋
区
や
福
島
県
田
島
町
の
調
査
を
精
力
的
に
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に、法政考古学会を組織された。これによって現在考古学の第一
線
で
活
躍
中
の
諸
兄
が
生
ま
れ
る
基
盤
が
整
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
学
生をまとめるのは大変だったのではないかとおもう。それまで考
古学を卒論のテーマとする学生がいたのであるが、各自のツテを
も
と
に
自
由
に
や
っ
て
い
た
か
ら
多
彩
な
人
間
が
揃
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
板橋区西台遺跡の調査は、伊藤先生指揮の下で大学院生の大坪先
輩を中心として学生多多数が参加して考古学研究室が初めて実施
した発掘調査である。この調査で直接の指導を受けて、授業以外
の先生の一面を見ることも多かった思い出多い発掘であった。
その後、町田市の枝地内の遺跡調査を行なうことになった。当
時はまだ町田移転反対の声が高く、身の危険を感じるような状況
法
政
史
学
第
四
十
号
で、極秘に調査をはじめた。最近その調査を含めた発掘調査報告
書が刊行され、町田校地も多摩校地として様相を一変させて開校
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
時
代
が
変
っ
た
な
あ
と
い
う
思
い
を
新
た
に
している。
学生時代の思い出といっても授業についてはあまりない。これ
は
授
業
に
あ
ま
り
出
席
し
て
い
な
い
の
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
思
い
出
と
い
うにに恥ずかしいが、日本考古学の期末リポートのテーマを友人
より聞き間違えてしまい、リポート提出後たまたまお会いした某
先生に「トンチンカンなリポートを出したのは君か」と言われた
ことを思い出す。
（昭和五一年度卒業）
天
野
繁
子
学びたいという慾望にかられ乍ら、月日が流れ、学校に通う事
をあきらめていたところに、慶応大学の通信教育を受け卒業間近
にいる友の誘いで入学した。太平洋戦争中女学校の教育、学徒動
員、戦災にあい、疎開、転校し、卒業、戦後のきびしい生活苦の
時代を過ごし、都会に戻り、働き乍ら夜間の高校を一年、専門学
校を途中退学位の学力では、戦後の新しい教育を受けた人達と違
って、私には大学課程の勉強は無理であった。が、慾望は捨てら
れず、学校より送られてくる教科書を読承、理解に苦し承乍らレ
ポートを書き提出、最初の頃はていねいに書き、ほめられたが、
通
教
生
時
代
を
か
え
り
み
て
￣
＝
＝
￣
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思
い
出
真岡方面の見学（昭和48年８月18日）
だんだんと雑になった。また、試験を受け単位が修得出来た時は
嬉しかったが、落ちた時はみじめであった。二年位慶応に在籍し
たが、法政に通信教育を受けていた友が、法政はとてもいい、立
派な先生方も揃っているし、通教生に対しても、よく指導してく
れて親切にして下さるから、是非にと勧められて、すぐに転校許
可してもらったのである。が、送られてくる教科書は、私にとっ
て難かしぐ、レポートを書くにも一人で学ぶ事は遅々として進ま
ず、やっと単位修得資格を得ても落ちたら恥ずかしいと思い、そ
のままに月日を過ごしてしまう事も度々であった。しかし、思い
切って試験を受け、合格通知をもらった時の嬉しかった事忘れら
れない思い出の一つであった。又幸い法政大学川崎校舎は、当時
私の住居から歩いて行ける位近く、開講される一般教養、体育は
そちらで受講、通学には便利であった。又春期、秋期、冬期と夏
期以外にもスクーリング受講が許され、私には好都合であった。
受講し乍ら、帰って来て仕事、又夏期は午後開講された授業を撰
択、午前中仕事をしてから通学出来た事もあり、ずい分恵まれて
いたと思うのである。それにしては卒業迄年月がかかり過ぎたで
はないかと叱られるかもしれない。仕事をし乍ら受講で試験勉強
も思う様に出来ず悪い成績も多かった。又夏の暑さと疲れで試験
中目が見えなくなり答案が書けなくたり、目をとじて休んだ後、か
すむ目で夢中で書き上げ時間内に提出出来た事もあった。恵まれ
ていると思い乍らも、地方から上京し、その間勉学に集中出来て
さぞよい成績を修めた事と羨ましく思う事もあったが。反対に遠
い地方から家族と別れて上京、高い滞在費を使い、不自由な生活
一
一
一
－
一
一
￣
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をし乍らの勉学をしていた人は私の立場をいいと思ってくれた人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
些
細
な
事
は
ど
う
で
も
よ
い
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
中
、
苦
労
を
し
乍
ら
共
に
学
び
語
ら
い
励
ま
し
合
う
友
達
が
出
来
た
事
年
を
と
っ
て
も
学
生
生
活
の
ひ
と
と
き
を
大
学
の
校
舎
の
中
で
味
わ
え
て
ど
んなに嬉しかった事だろうか。小、中、高校の教員をし、更に学ぶ
人
達
と
触
れ
合
い
教
わ
る
事
も
多
か
っ
た
。
自
分
の
無
力
さ
に
糸
じ
め
に
落
ち
込
む
事
も
よ
く
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
学
び
得
る
喜
び
を
噛
永
し
め
乍
ら
受
講
中
通
学
出
来
た
事
は
本
当
に
有
難
い
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ク
ー
リ
ン
グ
中
ど
の
先
生
も
通
教
生
だ
か
ら
と
云
っ
て
差
別
す
る
享
な
く
、
質
問
し
て
も
よ
く
教
え
て
下
さ
り
、
廊
下
で
会
う
と
優
し
く
語
り
か
け
て
下
さ
っ
た
先
生
も
い
て
大
変
嬉
し
か
っ
た
。
同
じ
方
向
に
帰
る
先
生
と
電
車を共にし、「この年で学校に通い、これから学ぶのが恥ずかし
いです」と云うと、「君、僕の子供位にあたる年で何を云う。僕
も
こ
れ
か
ら
世
界
で
も
一
番
難
か
し
い
ギ
リ
シ
ャ
語
の
勉
強
を
す
る
の
だ
よ。勉強しなさい」と励まして下さった事も印象に残っている。
いろいろ語り励まして下さった先生方に心より感謝すると共に、
今
そ
の
先
生
に
会
え
た
ら
卒
業
出
来
た
事
を
心
か
ら
御
礼
を
述
べ
た
い
気
持
で
一
杯
で
あ
る
。
や
っ
と
の
思
い
で
一
般
教
養
を
終
え
た
頃
、
昭
和
四
十
八
年
の
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
中
八
月
十
八
・
十
九
の
両
日
、
村
上
直
先
生
御
指
導
の
下
で
栃
木
県
の
真
岡
・
足
利
方
面
へ
と
史
跡
見
学
一
泊
旅
行
に
十
六
人
の
皆
さ
ん
と
参
加
さ
せ
て
戴
き
、
先
生
や
友
と
楽
し
く
語
ら
い
一
夜
過
ご
し
た
思
い
出
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
大
学
の
教
授
、
私
に
は
余
り
に
も
か
け
離
れ
た
境
遇
の
先
生
に
、
同
じ
宿
で
学
習
指
導
を
受
け
ら
れ
た
喜
び
、
感
動
は
今
も
い
き
い
き
と
よ
ゑ
が
え
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
真
岡
の
海
法
政
史
学
第
四
十
号
ば
ん
な
潮寺や代官所跡を見学、寺の縁起や天領のお話、足利の名利鍵阿
寺や足利学校・岩宿遺跡を見学した時の嬉しさ、その時お世話し
て
下
さ
っ
た
小
山
市
在
住
の
森
田
久
男
氏
（
昭
和
四
十
九
年
度
卒
業
）
に
今
更乍ら感謝したい気持で一杯である。彼Ｊも私の家に二、一一一度来て
下さった事ｊもある。再会したい。その後、村上先生のお家も近か
っ
た
の
で
訪
問
さ
せ
て
戴
き
教
え
を
受
け
た
事
凶
感
謝
し
て
い
る
。
仕
事
の
あい間をゑて通年スクーリングＪも週に二回ぐらい出席させてＪい）ら
い昼間の学生さんと肩を並べて講義を聞き、若い学生さんに助け
て
Ｊ
も
ら
い
乍
ら
勉
強
し
た
経
験
Ｊ
も
あ
っ
た
。
卒
業
論
文
を
書
く
女
学
生
さ
ん
、
資
料
を
集
め
る
為
に
、
「
国
会
図
書
館
に
行
く
か
ら
一
緒
に
行
き
ま
し
ょう」等と親切に誘ってくれた事Ｊい）あった。私山）何時かそんな日
が来たらと、希望を持ち乍ら案内してｊい）らつた事もあった。又東
横
線
の
元
住
吉
の
駅
近
く
で
小
さ
な
、
小
、
中
学
生
の
学
習
塾
を
営
ん
で
い
て
、
小
さ
い
教
室
も
あ
っ
た
の
で
、
神
奈
川
学
習
会
に
私
の
所
を
利
用
し
て
ｊもらった事Ｊもあり、私にはよい体験であった。又、スクーリング
中
私
の
所
に
滞
在
し
て
通
学
し
て
く
れ
た
人
も
い
て
く
れ
て
、
ず
い
分
刺
激
された事ｊい）あった。でＪもその人達は、私より早く卒業して今地方
で
大
分
活
躍
し
て
い
る
。
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
、
茶
道
の修業、未熟な私には生活の為とは云え、仕事も多すぎた。その
為卒業単位を満たすのにかなりの年月がかかった。それ小）云いわ
けに過ぎない。学業の方が大切と思い何度か習い事の方を捨てよ
う
か
と
考
え
た
が
、
意
志
薄
弱
の
為
か
続
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
やっと学科の単位も修得でき、卒業論文を残すの承という所迄漕
ぎつけたが、先程書いた様に諸々の仕事の為、卒論にとりかかる
二
四
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事は困難であり、茶道に関するものを書きたい、それには本を読
ま
れ
ば
と
あ
せ
り
乍
ら
、
時
間
が
許
さ
れ
ず
、
図
書
館
に
も
通
わ
な
か
っ
た。手続きをすれば、仕事は休まればと思うとやはりにぶり、つ
い仕事優先で、在籍料を毎年大学に納めながら、何年か又見送っ
てしまったのである。
そ
の
中
別
居
し
て
い
た
主
人
の
方
よ
り
、
母
親
が
病
気
で
と
云
う
事
を
聞
かされ、戻らねばならず、実家では、家の権利をめぐって問題が
お
き
、
解
決
出
来
な
い
ま
ま
、
学
習
塾
を
と
じ
、
千
葉
に
移
り
、
実
家
の
母
親
も
入
院
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
が
重
な
る
時
は
、
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
姑
が
亡
く
な
り
、
こ
ち
ら
が
少
し
落
ち
つ
い
た
頃
、
主
人
が
、
「
何
を
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
。
卒
論
を
残
し
て
後
は
学
科
の
単
位
が
修
得
出
来
て
い
る
の
か
。
もし本当なら学校に行って、手続きをし早く論文を書いて卒業し
なさい。何年かかっているのか、最後迄きちんとやり通さねばい
けない」等説教された勢いで頑張った。主人は単位が修得出来て
いないのだろうと疑っている。疑いを晴らす為に、やらねばと、
思い切って通教の事務所へと向かい手続きをする。幸い事務所で
も
親
切
に
、
指
導
教
授
、
中
野
栄
夫
先
生
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る。そして卒論を書くに当り、御指導と共に、直接指導してもら
え
る
石
田
雅
彦
氏
を
紹
介
さ
れ
、
す
ぐ
相
談
す
る
様
に
と
お
手
紙
を
頂
戴
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
石
田
氏
も
親
切
に
参
考
書
を
何
冊
か
紹
介
し
て
く
れ、資料の集め方、書き方、卒論を書く時の注意事項等きめ細か
い
指
導
、
そ
れ
か
ら
市
原
の
姉
ヶ
崎
よ
り
、
千
葉
の
図
書
館
、
国
会
図
書
館、大学の図書館へと通い資料集め、参考書、本等読承乍ら下準
備を始めたのである。ある時、内閣文庫迄行ってしまった事ああ
思
い
出
る。すると、石田氏に、「君ずい分勉強家だね。そこ迄行かなく
も
国
会
図
書
館
に
本
は
ち
ゃ
ん
と
あ
る
よ
」
等
と
冷
や
か
さ
れ
、
恥
ず
か
し
い思いをした事もあった。夏期スクーリング中、中野先生に資料
を
見
せ
、
面
接
指
導
を
受
け
、
秋
よ
り
下
書
を
始
め
た
。
石
田
氏
の
所
に
見
せ
に
行
く
。
「
貴
女
の
は
論
文
ど
こ
ろ
か
、
作
文
に
す
ぎ
な
い
」
と
叱
ら
れ
れ
、
笑
わ
れ
た
り
、
直
し
て
も
ら
い
書
き
直
し
て
は
持
っ
て
行
く
。
数
回
繰
り
返
し
て
い
る
中
に
、
だ
ん
だ
ん
要
領
も
わ
か
り
、
少
し
は
緊
張
感
も
と
れ
石
田
氏
に
面
会
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
初
め
て
の
事
で
本
当
に
私
に
は
困
難
な事であったが、よく私の様な者の面倒を見て下さった石田氏に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。
そ
の
時
、
実
家
の
母
が
入
院
中
、
実
家
の
家
作
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
を
弟
が
お
こ
し
、
裁
判
迄
か
か
え
、
川
埼
へ
月
に
五
、
六
回
通
い
乍
ら
母
の
看
病
、
裁
判
所
・
弁
護
士
の
所
へ
と
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
羽
目
に
落
ち
こゑ、心配事が重なる中での勉学、無我夢中、どんな事がおころ
うともやりかけた事は、最後迄やらねばならない。最後の一月十
日
の
論
文
提
出
締
め
切
り
迄
は
、
暮
し
正
月
も
主
婦
と
し
て
は
失
格
で
あ
る
が、家事を放って書き上げた。今思うと主人もよく協刀してくれ
たと思うのである。卒論面接の時、中野先生よりもう一度書き直
して「法政史学」にと云われ、私に研究発表等出来るかしら、立
派な先生方の前でと、目がくらむ位、不安であった。でも中野先
生
が
、
又
更
に
御
指
導
し
て
下
さ
る
と
の
事
、
こ
れ
も
自
分
の
勉
強
の
為
に、おすがりしてやらせてもらおうと決心したのであった。五十
八年三月二十四日、若き大学生と共に武道館で卒業式にのぞめた
事は、本当に感激であった。若い頃から大学で勉強したい。学生
一一
一
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鈴木（旧姓大熊）理恵子
先
日
、
史
学
科
創
立
五
○
周
年
を
迎
え
た
こ
と
と
、
『
法
政
史
学
』
の
第
四
○
号
の
記
念
号
刊
行
の
話
を
耳
に
し
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に
、
ま
た
、
学
生
時
代
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
た
。
思
う
に
、
大
学
を
卒
業
し
て
も
う
五
年
の
月
日
が
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
私
の
学
生
時
代
に
も
、
大
学
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
り
、
野
球
部
が
六
大
学
野
球
で
三
回
も
優
勝
す
る
な
ど
、
法
政
の
学
生
で
あ
る
こ
と
に
と
て
も
う
れ
し
く
、
誇
り
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
感
激
が
今
で
も
心
の
奥
生活を夢見ていた私、年をとっても実現出来、卒業出来た喜び、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
も
そ
の
日
は
実
家
の
母
も
病
院
で
臨
終
を
迎
え
て
い
た
。
が
病
院
を
そ
っ
と
ぬ
け
出
し
て
卒
業
式
に
出
席
さ
せ
て
も
らったのであった。卒業証書をもらいすぐ病院に一戻ったが、意識
不明の母には見せられなかった。二日後母は他界した。そして一
年後、研究発表させて戴いた事、私にとって本当に貴重な体験で
あ
っ
た
。
生
涯
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
い
ろ
い
ろ学び得た事を無駄にする享なく、それを土台にして学び、残る
人
生
に
、
今
迄
、
諸
先
生
・
先
輩
方
の
御
恩
に
報
い
る
べ
く
地
域
社
会
の
為
に
働
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
お
忙
し
い
中
、
通
教
生
で
あ
る
私
を
親
切
に
御
指
導
し
て
下
さ
っ
た
中
野
先
生
、
石
田
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
いのである。
（通信教育部昭和五七年度卒業）
法
政
史
学
第
四
十
号
史
学
科
の
思
い
出
に、愛校心として残っているのだと思う。
昭
和
五
十
四
年
春
、
不
安
と
期
待
に
胸
を
と
き
め
か
せ
て
史
学
科
に
入
学
し
た
。
史
学
科
の
学
生
は
法
学
部
や
経
済
学
部
の
学
生
と
は
違
い
、
た
だ
漠
然と、また将来の就職を考えて受験するのではなくひたすら古文
書を読むのが好きであったり、歴史という人間のこれまでの変遷
をたどることに魅力を感じたりして、純粋に歴史が好きで、勉強
したくて入ってくる学生がほとんどであった。そのため、人間的
にも、個性のある、とても愉快な学生ばかりだったと思う。史学
科の学生が一クラス半という少人数のため、そして先生方の温か
いお人柄があって、ゼミを越え、先輩・後輩を越えて学生が交流
できたのであった。私は、大学に入った時から西洋史を専攻する
こ
と
に
決
め
て
い
た
。
高
校
の
時
か
ら
世
界
史
が
好
き
で
、
卒
論
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
、
ま
た
は
第
一
次
世
界
大
戦
あ
た
り
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ゼ
ミ
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
倉
持
先
生
の
、
西
洋
史
概
説
（
２
）
の
講
義
を
受
け
て
か
ら
、
卒
論
の
テ
ー
マ
は
史
実
の
研
究
か
ら
歴
史
そのものともいうべき、歴史の発展とは、ということに疑問を持
つようになった。私の卒論のテーマはもうこれしかないと、それか
ら
は
迷
う
こ
と
も
な
く
な
り
、
テ
ー
マ
自
体
は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
は
し
た
が
、
自
分
の
中
で
こ
の
課
題
が
消
化
で
き
た
ら
と
、
オ
ー
バ
ー
で
は
あ
る
が
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
つ
も
り
で
卒
論
に
と
り
く
め
た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
論
文
な
ど
書
い
た
こともない者が、たった四年で何百頁もの論文を書けるようにな
る
の
は
、
諸
先
生
方
の
講
義
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
感
じ
る
研
究
態
度
の
熱
心
さ
、
そ
し
て
講
義
内
容
か
ら
の
先
生
方
の
課
題
と
そ
の
研
究
の
仕
方
な
ど
一一一一一ハ
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を学ばせてもらうことができたからだと思う。講義では、それぞれ
自分の中でその受ける態度によって、いかなる問題も問いかける
ことができるのである。今でも先生方の真剣な講義や、また、教
科書には書かれていないさまざまな説の紹介などで、何度となく
頭がリフレッシュされたことを思い出す。また、毎年春に行なわ
れた史学会の総会や例会、研究室の開放など、先輩である院生の
方達の諸雑用のご苦労と、また研究発表を聞かせていただく機会
も与えられた。私も何回となく研究室のドアを叩き、そのまま親
睦会なるものへ移ってしまうことが多々あった。わが法政大学史
学科の各ゼミのコン．〈は派手に行なわれていたようだが、特に倉
持ゼミは先生のお人柄か、毎年何度も行なわれていた。秋の合宿
の盛り上がりは最高で、それぞれ隠し芸が披露され、明け方まで、
人生の大先輩である先生を囲糸、白熱した議論を交わしたものだ
った。また、先生のダンディなお姿や、専攻であるロシア史から
想像されるロシア料理のイメージとはかけ離れた赤のれん好き、
酒好きは、大そう私達学生を驚かせ、また喜ばせたものだった。
そして一次会が終わると帰るというシャープな身のこなしは、た
だ
た
だ
人
間
が
で
き
て
い
る
と
私
達
学
生
を
う
な
ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
先
輩・後輩を越え、またゼミを越え、先生の人間性に触れられるコ
ン・〈や親睦会など、思い出に残る機会をもっと持ちたかったよう
に思う。もっとも、卒業しても、何回かゼミの同窓会を行なって
○
はいるが…・・：・・
今後とも、法政大学というマンモス大学の中でのこのような少
人数の学科ならではの特性を生かし、学生と先生方の交流を密に
思
い
出
山
田
（
旧
姓
内
野
）
朋
子
私にとって、法政大学史学科とは西洋史ゼミであり、西洋史ゼ
ミといえば倉持俊一教授である。私の在学当時、西洋史専攻には
倉持先生ただひとりが専任教授でおられたから、古代史や中世
史、イギリス史やフランス史等を希望している学生もすべて、倉
持ゼミに入ることになっていた。これは、様々な専門分野の教授
が何人もおられる日本史専攻と比べ、中国史を中心とする東洋史
専攻と同様に、専任ひとりというのは余りに少なすぎると言わね
ばなるまい。ロシア近代史を専門とされる倉持先生は、法政大学
西洋史専攻の看板のもと、孤軍奮闘されていたわけである。
学生が教養課程から専門課程に進糸、ゼミを選択する時、先生
方は、それぞれのゼミについて一言ずつ紹介をする。その時、倉
持先生は、「西洋史ゼミをなるべく希望しないように」と言われた
ことをよく覚えている。その理由としては、外書講読を中心とす
るゼミの授業は、なるべく少人数、せいぜい二十人が限度である
からという。さらに、先生はロシア史がご専門であるから弓古代
史や中世史をやりたい諸君には悪いが、ゼミの授業では、ロシア
し》史学科が限りなく発展していかれることを》期待している。
この度は、史学科創立五○周年、『法政史学』四○号刊行、おめ
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（昭和五七年度卒業）
法
政
大
学
西
洋
史
ゼ
ミ
の
思
い
出
一
一
一
一
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近代史を中心にした論文を読むことになります」と紹介された。
大
学
に
入
学
す
る
以
前
か
ら
、
大
学
で
は
絶
対
に
ロ
シ
ア
史
を
勉
強
し
た
いと考えていた私にとっては、倉持ゼミの存在は、まさに宝くじ
に
で
も
当
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ゼ
ミ
に
入
る
日
が
待
ち
遠
し
い
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
紹
介
の
言
葉
は
、
そ
ん
な
浮
き
足
立
っ
た
私
の
気
持
ち
を
ひ
き
し
め
、
現
実
の
厳
し
さ
を
自
覚
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
何
か
入
口
で
つ
ま
づ
い
た
よ
う
な
淋
し
さ
も
感
じ
さ
せ
た
。
後
に
な
っ
て
、
専
任
教
授
を
何
人
も
抱
え
る
西
洋
史
専
攻
の
あ
る
大
学
で
す
ら
、
多
種
多
様
な
学
生
の
興
味
に
対
応
し
き
れ
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
主
し
て
や
、
ひ
と
り
で
数
カ
国
語
に
精
通
し
、
ど
ん
な
国
、
ど
ん
な
時
代
の
史
料
や
文
献
で
も
、
問
わ
れ
れ
ば
ボ
ン
と
答
え
ら
れ
る
、
な
ど
と
い
う
よ
う
な
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
教
授
が
い
る
わ
け
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、
倉
持
先
生
が
こ
の
よ
う
に
ゼ
ミ
の
紹
介
を
さ
れ
た
こ
と
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
学
生
に
し
て
も
十
分
納
得
の
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
言
葉
が
淋
し
く
聞
こ
え
た
の
は
、
私
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
最
終
的
に
は
、
二
十
数
名
が
西
洋
史
ゼ
ミ
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
学
生
が
希
望
す
る
国
や
時
代
が
、
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
の
は
、
西
洋
史
ゼ
ミの宿
命
だ
と
し
て
も
、
ゼ
ミ
に
出
席
す
る
学
生
間
で
、
何
か
共
通の場を
持
と
う
と
、
読
書
会
を
計
画
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
始
め
て
承
る
と
、
本
の
選
定
が
困
難
な
上
、
人
が
集
ま
ら
ず
、
や
っ
と
何
人
か
集
ま
っ
て
ふると、方法論を論じあうばかり、という空転を繰り返していた。
そ
ん
な
学
生
間
の
シ
ラ
ヶ
（
こ
の
言
葉
も
も
う
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
まった）た気分を埋めるように、何度か開かれたコン。〈では、倉
法
政
史
学
第
四
十
号
持先生が美声を披露して下さった。またその時には、授業中では
とても口に出せぬような、学生の辻つまのあわぬ要求にさえも、
よ
く
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
た
。
ゼ
ミ
に
入
る
時
に
は
、
ど
こ
の
国
、
ど
の
時
代
を
や
り
た
い
と
簡
単
に
言
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
さ
て
い
よ
い
よ
卒
論
の
テ
ー
マ
を
選
ぶ
と
な
る
と、大問題であることに気づかされる。「何をしたいか」ではなく、
「何ができるか」から始めなければならない、という折にふれて
の倉持先生の注意を、実感するようになった時には、もう残り時
間
は
余
り
な
い
。
絶
対
に
ロ
シ
ア
史
と
決
め
て
い
た
は
ず
の
私
も
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
と
な
る
と
ま
る
で
決
ま
ら
ず
、
締
切
り
を
前
に
し
て
あ
た
ふ
た
し
た。結局、思い出す度に赤面を禁じえないような卒論となってし
まった。
それでも、おかしな話だが、卒論を書いてゑて始めて、「史学
科
」
の
入
口
に
立
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
ゼ
ミ
に
入
る
時
に
つ
ま
ず
い
た、入口の敷居の高さにやっと気づいたのである。「西洋史を希望
し
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
は
、
西
洋
史
を
研
究
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
言
葉
な
の
だ
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
私
は
、
無
謀
に
も
そ
の
先
に
進
む
こ
と
に
し
た
。
「歴史を専門にするのは大変ですよ」とは、私の希望を聞いた倉
持
先
生
の
弁
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
も
や
は
り
、
行
く
手
の
困
難
さ
を
的
確
に
語
ら
れ
た
言
葉
だ
。
私
口
身
の
能
力
を
顧
る
こ
と
な
く
、
こ
の
言
葉
を
倣
慢
にも無視したが故に、今日まで、やればやる程わからなくなり、
課
題
が
山
積
し
て
く
る
、
歴
史
研
究
の
迷
路
を
さ
迷
っ
て
い
る
。
私にとって、このように、法政大学時代を思い出すことは、学
一
一
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濱
田
浩
法政大学は、「門を叩く者を拒まず」といった度量の広い学風が
あって、先生方も、真理を追究する熱意が張っており、学問に対
する真撃な姿勢が伝統として受け継がれている。
ま
た
、
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
は
全
国
で
も
特
異
な
存
在
で
、
夜
間
授
業
を行っており、仕事を持ちながら研究する者にとって、救世主の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
私は、東京教育大彫刻科を卒業後、しばらくたってこのことを
知り、受験したのであるが、大学院入学まで、歴史学に関しては
全
く
の
素
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
人
間
で
す
ら
、
門
戸
を
開
き
、
研
究
の機会を与えて戴けたのであったが、入学後、授業に出てゑて、
自
分
の
学
力
不
足
に
樗
然
と
し
ま
し
た
。
古
文
書
は
読
め
な
い
し
、
先
輩
院
生の発表する内容が、全くといってよい程、理解できなかった。
そんな私をふかね、先輩の石田・小野両氏が月一回、古文書の輪
読会を開いてくださり、叱吃激励して戴けたことは、とてもあり
がたかった。また、中世史を専攻していたが、どの専攻分野も、
私にとっては同じスタートライン上にあるという「開き直り」と
「厚顔無恥」さとで、他専攻分野の授業にも出席させて戴き、い
問の厳しさと、それを安易に選んだ自分を反省することである。
本学の西洋史専攻が、より充実するよう、願ってやまない。
（昭和五三年度卒業）
思
い
山
史
学
科
雑
感
ろ
い
ろ
な
先
生
方
の
御
研
究
の
一
端
を
垣
間
見
た
こ
と
は
、
大
変
、
有
意
義
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
村上直先生の近世史（日本史学概論）では、研究史上、基本と
な
る
著
書
・
編
書
・
そ
の
他
、
種
々
な
文
献
を
解
題
さ
れ
、
そ
の
後
、
院
生
ひとりひとりに課題を与えられて、それを調査発表する内容であ
った。私には、「集古十種」についての課題が出され、調査方法も
わからないまま、手探りで、何日も国会図書館・文書館に通い、
そ
れ
を
丹
念
に
整
理
し
て
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
い
お
褒
め
の
言
葉を戴き、自信らしきものが出てきました。今、顧ゑるに、先生
は
自
信
喪
失
し
て
い
た
私
を
勇
気
づ
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
謝しています。
安岡昭男先生の近代史は三年間受講させて戴き、近代史専攻の
院
生
と
分
け
隔
て
無
く
扱
っ
て
戴
け
た
こ
と
は
、
と
て
も
有
難
か
っ
た
。
先
生
は
対
外
文
化
交
渉
史
の
研
究
が
ご
専
門
で
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
諸
問
題
を、多角的な視点から解説して戴けた。また、先生は記憶力が抜
群で、頭の中には、近代史上における人物と関連事項が百科事典
のように整理収納されていて、どのような人物に関するご質問を
しても、即座に、お答え戴け、後から必ず、関連した史料を提供
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
講師の山脇悌二郎先生は、僅か二、一一一人の受講生のために、ご
自分の研究日を出張講義に当てられ、蘭語や交易史について、い
ろいろな研究論文の紹介と、その分析方法を丁寧に解説してくだ
さった。最初、横文字に弱い私などは、史料いつぱいにうめられ
た蘭語の文字にアレルギーを覚えたが、先生のきめ細かい解説と
一
九
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熱意とお人柄に魅了され、三年連続して受講させて戴きました。
河原正博先生の東洋史学演習では、「大越史記全書」の輪読を行
い、時々、先生からのご質問を受け、答えに窺すると、微笑承な
がら静かな口調で、詳しく解読された先生の穏やかなお顔が、今
でも、目前に浮んできます。
西洋史の倉持俊一先生は、教育大時代に授業（ロシア近代史特
講）を受講させて戴き、存じ上げておりましたが、その当時は、
黒板いつぱいにロシア語をなぐり書きされ、革命時のロシア社会
を分析する熱弁と迫力に、私はいつも圧倒されておりました。大
学院では、英語文献（・ハイブス箸レーニン伝）の講読だったため、
先生の持っている深淵な学識を、授業で引き出せなかったのが、
学院では、英語文献（・ハイブス署
先生の持っている深淵な学識を、
今になって思うと心残りである。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
世
の
中
野
栄
夫
先
生
は
、
大
学
院
二
年
の
時
、
お
会
い
し
、
以
来
、
数
戈
の
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
先
生
の
魅
力
は
、
明
噺
な
頭
脳
の
背
後
に
あ
る
人
間
的
な
深
さ
で
あ
ろ
う
。
学問に対しては厳しく、史料の分析方法が甘いと追求の手が緩
まず、いつも冷汗を掻きながら、頭を垂らすばかりであったが、
授業終了後、皆で新宿の飲屋に繰り出し、先生と御一緒に杯を重
ねていくと、授業での失敗も、きれいに洗い流すことができた。
先生は酒がお好きで、酩酊の度を増すごとに、その明蜥な頭脳は
鋭
く
回
転
し
、
流
暢
な
舌
捌
き
は
留
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
史
学
論
か
ら
始
主
●
●
●
●
●
●
●
り女性論まで、諸々の社会事象をふまえ、論を展開してくださっ
た。また、現地調査で、新見（岡山）、吉田（広島）、平生（山口）等に
法
政
史
学
第
四
十
号
先生と御一緒したのであるが、どの地域に行っても、現地の研究
者に、御自分が調査整理した、その地域の史料を提供し、地方の
研究者との交流を図る姿勢（地域に根ざした姿勢）には、いつも
頭が下る思いがしました。さらに、先生は、とても子煩悩なお人
柄で、お宅に伺うと、幼稚園に通っているお嬢さんを肩に乗せ、
散
歩
し
て
い
る
姿
に
し
ば
し
ば
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
以上、かいつまんで述べましたが、法政大学史学研究室を接点
として、このように素晴らしい先生方と出会い、学問への真撃な
姿
勢
を
学
ん
だ
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
生
涯
の
貴
重
な
宝
物
と
な
り
ま
し
た。
（昭和五八年度院修了）
酒
井
（
旧
姓
藤
枝
）
恭
子
ゼミは、三年、四年と一一年連続して履修する必修選択課目であ
り、その選択は、二年生の十二月に最終的な希望を提供し、ほぼ
決定される。そして新学期を迎え、初顔合せとなるのだが、私の
場合はこの間にもうひとプロセス入る。実は他のゼミを希望して
いたが、やはり近世史ゼミに変更したいと、村上直先生に直接お
願
い
に
上
が
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
初
め
て
村
上
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
たが、先生は快く承諾してくださり、私は晴れて近世史ゼミの一
員となることができた。
近世史ゼミは、三、四年合せて一一一十人前後という大所帯であ
近
世
史
ゼ
ミ
の
思
い
出
二
○
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り
、
そ
の
半
数
以
上
を
女
子
学
生
が
占
め
て
い
た
た
め
、
い
つ
も
明
る
く
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
た
。
そ
し
て
、
学
生
の
間
で
「
村
上
ゼ
ミ
」
と
先
生
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
指
導
教
授
の
個
性
も
ま
た
大
い
に
反
映
さ
れ
る
場
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
週
一
回
一
時
間
半
の
授
業
時
間
内
では、時間的にも人数的にも制約が多すぎて、無理に立てたスケ
ジ
ュ
ー
ル
を
消
化
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
個
々
の
持
ち
味
を
充
分
に
発
揮
し
、
討
論
を
展
開
さ
せ
る
と
い
う
に
は
至
ら
ず
、
自
ず
と
印
象
薄
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
思
い
出
す
の
は
、
合
宿
や
見
学
会
と
い
っ
た校外での活動である。私がいた頃は、年間を通して五回くらい
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
合宿では、静岡県浜名郡新居町で行われた夏合宿がまず思い起
こされる。現在の新居町は、近世においては新居宿という東海道
の宿駅のひとつとして栄えた。また陸上の承ならず海上交通の要
地であったところから関所が設けられ、今にその遺構を残してい
る。合宿当時、新居町では町史編纂事業が進められている最中で
あった。私たちは、史学科ＯＢで愛知大学の渡辺和敏先生の御指
導の下、文書の分類・整理から目録作成、写真撮影に至る一連の
作業を通して、基本的な史料操作を実践で学ぶことができた。そ
して、四泊五日に及ぶ共同生活は、私たち学生同士の親睦をも深
め、休承明けのゼミは、前にも増して和やかな雰囲気のうちに始
まった。
話は多少前後するが、この夏休承には、新居合宿の後に見学会
も行われた。それは、横浜開港資料館で開かれた「横浜文書と歴
史』講座の中の、村上先生の講演「江戸幕府の奉行と代官」を聴
思
い
出
き、その後横浜の史跡を見学しようというものだった。余談なが
ら
、
村
上
先
生
は
、
見
学
会
に
参
加
で
き
な
い
学
生
に
数
枚
の
レ
ポ
ー
ト
を
課
さ
れ
た
が
、
往
復
五
時
間
以
上
か
か
っ
て
や
っ
て
来
た
友
は
、
家
で
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
い
た
方
が
楽
だ
っ
た
か
し
ら
と
苦
笑
し
て
い
た
。
こ
の
他
に
も、川崎の日枝神社周辺の見学会を行ったり、慶応義塾大学所蔵
の「中井家文書」や明治大学刑事博物館を見学した。
こ
の
よ
う
に
、
村
上
先
生
は
機
会
を
見
つ
け
て
は
私
た
ち
を
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
先
生
御
自
身
も
講
演
に
会
議
に
と
、
ど
こ
へ
で
も
身
軽
に
出
か
け
て
行
か
れ
た
。
先
生
の
行
動
力
に
は
、
若
いはずの私たち学生の方が圧倒されてしまうほどである。それも
ふな、先生のお話によくでてくるお若い時分の、よく歩かれ、史
料はすべて手で書き写されたという堅実な研究姿勢によるものに
ちがいない。また先生は、合宿や見学会には付きもののコン。〈を
学年のはじめや終わりにも必ず行った。ゼミの時間内だけで煙
なかなか先生と個々の学生との交流までは得られないが、先生は
合宿や見学会はもとより、コン。（という教室の枠を取り払った場
を設けて、学生一人一人に気軽に声をかけてくださるのだった。
先生のお人柄を語るうえで、ちょっとしたエピソードがある。
私が四年になったばかりの頃だったと思うが、先生から電話をい
ただいた。意外なことに驚いていると、先生は、三年のある女子
学生がゼミのことで悩んでいて、先生が聞くときっと話しずらい
だろうから、君から相談にのってあげてもらえないだろうか、と
おっしゃるのだった。先生の優しくこまやかな一面に触れ、私は
内容の深刻さとは裏腹に、なぜか嬉しく感じられたものだった。
一
一
一
一
一
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在
学
中
の
思
い
出
上
凹
浄
十二月とは思えないほどあたたかなある日、職員室で同僚の教
員
と
雑
談
を
し
て
い
る
と
、
も
う
間
も
な
く
卒
業
す
る
三
年
生
の
男
子
生
徒
が
私
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
て
、
来
春
か
ら
始
ま
る
学
生
生
活
に
つ
い
て
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
。
推
薦
入
学
で
、
早
々
と
私
大
の
農
学
部
へ
進
学
が
決
定
し
て
い
る
生
徒
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
考
え
込
ん
で
は
糸
た
し
の
の
、
ど
う
も
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
と
い
う
も
の
が
私
の
頭
の
中
に
は
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
自
分
の
専
攻
し
よ
う
と
す
る
学
問
へ
の
取り組孜方、下宿生活の方法など、一通りの応対がおわり、生徒
が
帰
っ
て
い
っ
た
後
で
改
め
て
自
分
の
学
生
生
活
と
い
う
も
の
を
思
い
出
し
最後になるが、二年の秋に近世文書をはじめて手にした時、私
は
近
世
と
の
間
に
感
覚
的
に
抱
い
て
い
た
距
離
が
、
｜
瞬
の
う
ち
に
縮
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ
以
来
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
解
読
を
始
め
、
今
に至っている。そして、これから先も続けていくことになるだろ
う。私は、二年間のゼミを通して多くのことを学び、同時に言葉
では語り尺せない多くのものを得ることができた。新年早々ペン
を執りながら、卒論の清書をしていたちょうど四年前を思い出し
た。今傍らにはかすかに寝息をたてる娘がいる。この娘に何をど
う
伝
え
て
い
く
の
か
。
私
が
学
生
時
代
に
得
た
最
高
の
も
の
は
、
人
生
の
伴
侶であろうか。
（昭和五八年度卒業）
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てふた。私にとって法政大学での四年間の学生生活は、まだ〃思
い出〃として語るほど月日を経たものではないような気がする。
そ
れ
に
正
直
に
言
っ
て
あ
の
四
年
間
と
い
う
も
の
が
、
現
在
の
私
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
私
自
身
、
い
ま
だ
充
分
に
つ
か
糸
き
れ
て
い
な
い
状
態
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
あ
え
て
在
学
中
の
〃
思
い
出
川
ら
し
き
も
の
を
書
き
留
め
て
承
よ
う
と
思
う
。
当
時
の
私
は
、
あ
ま
り
講
義
を
熱
心
に
聴
き
、
勉
強
を
し
た
学
生
で
は
な
かった。講義が終わると（ある時はさぼったりもして）大学を出
る
と
靖
国
神
社
の
境
内
を
抜
け
、
そ
の
ま
ま
靖
国
通
り
を
駿
河
台
界
隈
ま
で
下って行き、古本屋街を何時間もかけて歩き回った。先輩や友人
から読んでふろとすすめられた石母田正や鶴見俊輔、藤田省三、
橋
川
文
三
、
丸
山
真
男
等
女
の
著
作
を
捜
し
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
集
め
た
本
の
中
か
ら
、
私
は
自
分
自
身
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
で
あ
っ
た
あ
る
問
題
に
対
す
る
答
え
を
見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
問
題
と
い
う
の
は
〃
自
分
は
、
な
ぜ
歴
史
を
学
ぶ
の
か
〃
そ
し
て
ま
た
〃
現
在
、
自
分
が歴史を学ぶということには、一体どのような意味があるのか〃
ということであった。現在、高校の社会科教員として、生徒達に
歴
史
を
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
も
、
こ
の
問
題
（
あ
る
い
は
テ
ー
マ
）
が
頭
から一時でも離れたことはない。日食の授業の中で、あるいは同
僚の社会科教員との対話を通して、「歴史を学ぶことの意味」を
問
い
続
け
て
い
る
。
ふ
り
か
え
っ
て
ふ
る
と
、
当
時
の
史
学
科
は
、
こ
う
し
た
問
い
か
け
に
応
え
て
く
れ
る
だ
け
の
教
授
陣
や
友
人
達
に
ず
い
ぶ
ん
恵
ま
れていたように思える。倉持俊一先生や、弓削達先生の西洋史概
説
は
、
現
在
、
自
分
達
が
置
か
れ
た
状
況
の
中
で
、
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
行
￣
一
一
一
￣
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為にはどのような意味があるのかということや、歴史に対して主
体的に働きかけてゆくことの大切さを私に教えてくれた講義であ
った。同様のテーマは、山名弘史先生の東洋史ゼミの合宿でも考
える機会を与えられ、私の歴史に対する認識は鍛えられ続けた。
この経験は、現在の私にとって、貴重な財産のひとつとなってい
る。ところで、私が学生時代を過ごした四年間は、法政大学、そし
て史学科にとって、ひとつの転機となった時期ではなかったかと
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャンパスの開設をめぐっては、二部の学生を中心として、連日の
よ
う
に
様
々
な
学
習
や
抗
議
集
会
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
いえば無関心派に属していた学生であったが、それでもあれほど
抗
議
集
会
等
で
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
多
摩
キ
ャ
ン
パスの開設後は、一転して静まりかえってしまったことが、今で
も
印
象
的
な
出
来
事
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
演
習
の
必
修
科
目
か
ら
選
択
科
目
へ
の
移
行
が
、
私
の
卒業間近に正式決定されたことである。私が専門課程にすすんだ
時、ある教授が講義の中で「最近の学生は、クラブ・サークルに
対する帰属意識は強いがゼミや教員への帰属意識、親密感は薄
い」とため息まじりに語っていたことがある。私も〃親密川と言
えるほど、専門課程で先生方に積極的に接触していった学生では
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
卒
論
を
ま
と
め
る
段
階
に
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
か
った。卒論を完成させていく作業の過程で、私は何度も現在の自
分
と
、
歴
史
と
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
正
確
に
は
、
思
い
小
山
いつの間にか、考えざるを得ない状況に自分が追い込まれていた
ということになると思う。その中で、当然のことながら指導教員
との真剣な対話や討論が繰り返されることになる。そのような場
としての演習が選択科目になったということは、史学科も新たな
歴史へ第一歩を踏承出した、ということになるのであろうか。
いずれにしろ、五十周年をひとつの節目として史学科も時代の
変化に対応しつつ、ますます発展していくのであろう。卒業生の
一人として今後も史学科の着実な歩めを見つめ続けていきたいと
＆
う
。
（昭和六○年度卒業生）
一
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外
濠
今
昔
四
十
年
安
岡
昭
男
法政に通い始めたのは昭和二十三年（一九四八）春からなので、
この三月末で、満四十年になる。そのころ市ヶ谷駅との間は外濠
士手の周辺に人家が少なく、夜は淋しいので飯田橋駅を利用し
た。古風な旧逓信博物館の建物が飯田橋会館の場所にあった。大
学は戦災の痛手が大きく校舎不足のため、隣接の嘉悦学園の教室
を夜間借用していた。高等師範部歴史地理科に一年間在籍して、
新制大学の発足と同時に文学部史学科の一年生に移ったが、やは
り嘉悦校舎での授業もあり、構内の近道を往来した。授業中によ
く停電になった時代である。高師部の学生は教職の人が多かった
が、女生徒が清掃した廊下に、上履を面倒がり士足で上がって、
和服姿の長沢規矩也先生（漢文学）に一喝されているのを見受け
た。二部の学生には相当の年配者もまじり、長老格の某氏が教員控
室
に
顔
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
藤
井
甚
太
郎
教
授
は
事
務
長
が
講
義
の
迎
え
に
来たものと勘違いし恐縮されたという。これは当の先生のお話で
あった。学生は藤井先生から世渡りの道も諭された。史学科の学
友では酒巻正三郎さん（故人）が埼玉県の公立中学校の現職校長
で通学しており、精力的に教室で牽引車の役を果たしてくれた。
豚
思
い
出
ｌ
現
職
教
員
か
ら
鰯
法
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古文書学の佐藤進一先生にお願いして東京大学史料編纂所の見学
なども実施した。
大学院に進んだのは兇年館が大学院棟として落成した年で、高
校で世界史を教えながら、初年度には毎晩通い全科目を履修し
た。周藤吉之先生の東洋史科目など一対一という授業の日もあっ
た。日曜日に出かける法政大学史学会の史蹟見学行事に、西洋史
の竹内直良先生はじめ史学科の先生方が揃って参加されるので、
他大学出身の院生が感心していたものである。
研究室助手を昭和三十三年四月から一一一年ほど勤めたが、なりた
てに板沢武雄先生から雷を落とされた。通信教育の学生とのなつ
がりもこの前後からで、芥川前助手から通教の『史学科だより』
編集も引継いだ。考古学の斎藤忠先生は出講の折々、研究室に寄
って新着紀要雑誌に目を通された。また土曜日ごとに専任の先生
方が研究室で夕食を共にされるので、諸事打合せに好都合であっ
た。第二研年館完成に伴い史学研究室が三階に入るが、それまで
転々とした木造の建物は順次取穀されて現在は無い。
昭和三十八年度に岩生成一先生が兼任講師から教授に就任さ
れ、私も専任講師になった。授業には藤井・板沢・竹内先生はじ
め河原正博・関野雄・和田久徳・丸山忠綱ほか諸先生方の講義方
式から学び取らせて頂いた。それからでも二十五年の歳月が過ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今
や
近
代
的
校
舎
が
立
ち
並
び
、
外
濠
公
園
周
辺
の
景
観
も
変
っ
て
、
往
時
を
顧
る
と
今
昔
の
感
に
堪
え
な
い
。
一
一
一
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当時の法政大学のキャン．（スも、土手沿いの正門近くに薄暗い
六角校舎があり、プレハブの校舎が並んでいた。土手には草が茂
っており、隣りの東京逓信病院は白亜の建物で、映画「暖流」の
ロケに使われたということで興味深く門の前を歩いたこともあっ
らない。
村
上
直
私が法政大学文学部へ入学したのは、昭和二十三年四月であ
り、在学三年間は、未だ日本が敗戦の衝撃から充分に立直ること
ができずマッカーサーを総司令官とするＧＨＱの占領下にあった
ときである。その頃、私は東京都下の北多摩郡昭和町（現、昭島
市）に住んでいたから、青梅線で立川経由、中央線で飯田橋駅ま
で通ったが、今のような「快速」もあるわけでなく、大学までは
随分遠い感じがした。世相も現在とはかなり違っていた。何しろ
通学していた当時、帝銀事件や昭電事件の逮捕、第二次吉田内閣
のもとで下山事件、それに三鷹事件（昭和一一十四年七月）では、
駅の付近に暴走した無人電車が横倒しになっていたのをみて、驚
樗したことなどが思い出されてくる。松川事件そして朝鮮戦争の
勃発（昭和一一十五年六月）によって、横田基地に発着するアメリ
カの爆撃機が頭上を飛んでいる時代でもあり、他方では極東国際
軍事裁判の判決や湯川博士のノーベル賞の受賞が報じられたのも
この頃であった。どれも今、思い出すと遠い昔のように思えてた
思
い
出
法
政
大
学
で
学
ん
だ
頃
の
思
い
出
た。学生はテキストもなくノートも充分仁手に入らず、焼跡の古
色蒼然たる校舎や教室で勉強したが、それでも藤井甚太郎・丸山
忠綱。岩生成一先生の日本史、竹内直良・中村英勝先生の西洋
史、関野雄・周藤吉之先生の東洋史など熱のこもった講義を忘れ
ることはできない。確かに勉強しようという意気ご承は、今とは
大部違っていたと思われる。私は当時、東京第一師範学校（現、
東京学芸大の前身）を卒業し、勤めながら進学したため、現在の
学生諸君のようにキャンペス・ライフを大いに満喫するというこ
とばなく、勉強のとぎ以外の思い出は少い。
しかし、卒業論文「近世に於ける新田開発の意義」は、現在の
地域史研究の基礎になった点で、本当に有意義な三年間であった
と思っている。昭和二十四、五年頃から、都下の多摩地域の農村
調
査
に
歩
い
た
人
は
、
今
で
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
。
す
で
に
多
く
の
人が研究や教育の場から退いてしまったようである。私は大学を
卒業し、他の大学で学び勤めてから、二十年目にはからずも法政
大学史学科の専任教員として勤めることになった。近世史の岩生
先生が定年退任された後任ということであった。それから十六
年、その間に学部、通教、大学院の卒業・修了生の活躍はめざま
しく、活動の場が大きく広がっていくことに喜びを感じている。
伊
藤
玄
三
私が法政大学文学部史学科に赴任したのは、昭和四十九年四月
史
学
科
考
古
学
研
究
室
を
ふ
り
か
え
っ
て
一
五
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であった。それまで、法政大学における考古学関係の講義は斉藤
忠先生や関野雄先生が担当されておられたのであるが、両先生共
に兼任講師ということではあり、東京六大学と称しているにして
はこの分野では立ち遅れている感を免れなかった。
私の担当は考古学と日本古代史であるから、両専攻の学生の世
話をするよう仁と豊田武先生に指示され、思えば五五年館二階西
端の地理実験室を借りて演習を行ったのであった。その他には実
習を行う教室が無いとのことであった。演習の内容も、『日本書
記
」
と
石
器
の
取
扱
い
と
い
う
あ
た
り
か
ら
着
手
し
た
よ
う
に
覚
え
て
い
る。そして、演習の場所も五五年館から現第一校舎へと変遷し、
不十分ながらも遺物などをひろげて作業が出来る状態にまで到達
した。この間、凡そ十四年を経過したことになる。研究室も、第Ⅱ五
八年間三階の四畳半程の狭い部屋の板扉に『考古学研究室』の標
板
を
貼
り
つ
け
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
裏
側
の
ト
イ
レ
の
排
気
装
置
が
時
折
け
た
た
ま
し
い
送
風
の
音
を
響
か
せ
、
西
日
の
き
つ
い
部
屋
で
あ
っ
た。その後、この建物の北側に建てられた事務用プレハブ（現在
出
版
局
使
用
）
の
二
階
に
一
部
屋
が
得
ら
れ
、
少
し
は
場
所
が
広
く
な
っ
た。この頃は、まだ学生運動が盛んであり、このプレハブは本来
施設部用であったけれども、学生の標的となって壁面に穴があけ
られたりしていた。この部屋で少し整理作業が進められるように
なって、調査報告書も二冊程作ることができた。そして、八十年
館の完成に伴って旧図書館の再利用が検討され、史学研究室と共
に現第一校舎の四階に移転したのである。
法
政
史
学
第
四
十
号
考古学の分野は、発掘資料を一面にひろげて作業する必要があ
り、製図などの場も要請される。その点で、ようやく多少学生も
出
入
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
調
査
活
動
も
そ
れ
に
応
じ
て
可
能となり、百周年記念事業という機会を得て、福島県本屋敷古墳
群の調査を行ったことは特記すべきところである。予算配分の都
合ということから三年に及んだこの調査の結果は、既に昨春『本
屋敷古墳群の研究』として刊行しており、近年少なくなってしま
った大学刊行の研究報告としては堅実な成果であるとの評を得て
いる。学界で注目されている前方後方墳を調査対象とし、調査方
法としても全面的な発掘の実施をはかったものであり、全体像を
把握しようと試ふたものであった。このほか、これまでの調査で
は福島県寺前綱文中期遺跡・埼玉県与野での弥生・土師の住居趾
などの例もあり、本年夏には北九州市高津尾遺跡で弥生後期の墳
墓の調査も実施した。
研究室の活動と共に、昭和五十一年からは卒業生も含めた「法
政考古学会」を設立し、若手の研究者や卒業生・大学院学生の発
表などを継続してきている。機関誌『法政考古学』も第十二集ま
で刊行してきた。又、昭和五十九年四月には「日本考古学協会」
を法政大学を会場として開催した。開催に際しては、卒業生・在
校生等約百名が準備に活躍し、二千余名の参加した全国学会を成
功させることができた。開催を引き受けたものの、かなり危倶を
抱きながらの準備ではあったが、研究室活動の底力が示されたも
のであったと思っている。
現在、研究室に於いては既調査の資料の整理と調査報告の作成
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倉
持
俊
一
この話は、一九七六年三月、飯田橋会館で開かれた史学科の謝
恩会で披露し、その後数回、私のゼミの学生に話したことがあ
る。一九七五年九月二三日のことで、場所は都立ｓ高校の校長室で
ある。私はそこで校長さん、教頭さんと対談していた。当時、私
はまだ東京教育大の文学部に籍があり、法政大学には、この年の
四月から非常勤で勤めはじめていた。
一寸そのへんの事情について書くと、教育大で文学部教授会の
反対運動もむなしく、一九七三年九月「筑波大学法」が成立した
ときから、私はこの新大学には絶対に行かぬことに決めていた。
まだ私にも若さが残っていて、権力への反抗心も肌盛だったし、
主義に殉ずるといった感傷、気負いもあった。そして幸運にも竹
内直良先生から中村英勝先生を通して、法政に来ないかというお
誘いがあり、それをおうけしていた。竹内先生は一九七五年三月
に定年退職され、四月から私が専任として勤めなければならなか
ったのだが、教育大にはまだ学生もおり、すぐ辞められぬ事情も
あったので、非常勤として、法政で週に五コマ講義していた。
を若干抱えていて、学生も含めて作業に努めている。これから学
界に問うものを少しでも加えんとする時期を迎えつつあるという
ことになろうかと考えている。
思
い
出
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
私がＳ高校を訪れたのは、教育大の教官として、同校で教育実
習中の学生の研究授業を見学するためであった。Ｓ高校は新設主
もない学校で、授業中の教室は静粛とはいえなかった。研究授業
で、教頭さんをはじめ社会科の教員や私が後ろの席にいるのに、
マンガの本が堂々と回し読糸されていた。
実習生のＭさんも、おとなしい研究者タイプの女子学生で小柄
でもあったので、生徒には、からかってやろうというような空気
もあったように思う。研究授業は、私の日からゑても成功とはい
えなかった。
終ってから校長室に案内されて、お茶を飲永ながらの雑談とな
った。話というのは校長の次のような発言である。「いや－先生、
実はいま教育大と法政大学から実習生が来ているんですが、校長
として、どちらの学生を採るかと云われれば、先生には悪いけれ
ど、法政の学生を採りますね。そりゃ１教育大の学生は勉強はで
きるかもしれないが、迫力というか気迫がない。あれじゃ－いま
の生徒は教えられない。そこへいくと法政の学生は、この時間に
は、これだけは、なんとしても教えるぞと気合が入っている。い
まの教育は、こうでなくちゃあできませんよ」。もちろん、私が法
政と関係があることなど、Ｓ校の方は誰一人知らなかったのであ
る。
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中
野
栄
夫
私
が
法
政
大
学
に
着
任
し
た
と
き
、
史
学
研
究
室
は
第
’
五
八
年
館
に
あ
り、私の研究室は大学院棟にあった。いずれも、誰がゑても狭い
部屋で、特に大学院棟の研究室は西陽があたり、夏場は非常に熱
い部屋であった。倉持先生と合部屋であったが、二人とも研究室
に
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
そ
こ
に
い
よ
う
な
ど
と
は
、
と
て
も
思
う
気
に
な
れ
な
い
部
屋
で
あ
っ
た
。
研
究
会
な
ど
も
学
外
で
し
た
も
の
で
ある。ただ、やがてきれいな研究室をもらえるという話を聞いて
いたので、それまでのがまんと、そんなに苫にならなかった。と
いうのも、東京の大学はそんなものと、大学院時代から思ってい
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
研
究
は
自
宅
で
す
る
も
の
、
そ
う
思
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
の不満も起こらない。
図書館も狭くきたなかった。今は八○年館に立派な閲覧室と書
庫
と
を
備
え
た
き
れ
い
な
図
書
館
が
あ
る
が
、
着
任
当
初
、
図
書
館
は
現
在
史
学
研
究
室
の
あ
る
第
一
校
舎
に
あ
っ
た
。
書
庫
は
迷
路
の
よ
う
で
き
た
な
かった。三階だか四階だかの書庫入口から入り、狭い階段を上り
下
り
し
て
、
分
か
り
に
く
い
書
庫
の
中
を
、
本
を
さ
が
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
る
な
ら
蟻
の
巣
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
本
の
貸
し
出
し
手
続
き
は
、
ま
っ
た
く
帯
出
者
ま
か
せ
で
、
こ
れ
は
今
も
変
っ
て
お
ら
ず、法政大学の美風の一つにあげるべきであろう。
そ
の
後
、
八
○
年
館
が
で
き
て
図
書
館
が
そ
こ
に
入
り
、
史
学
研
究
室
も
法
政
史
学
第
四
十
号
思
い
出
の
記
山
名
弘
史
私
は
専
任
教
員
の
中
で
は
一
番
新
し
く
、
今
年
で
五
年
目
で
あ
っ
て
、
卒
業
生
を
四
回
送
り
出
し
た
の
み
で
あ
る
の
で
、
思
い
出
と
こ
と
さ
ら
呼
ぶ
に
値するほどのものはない。そのかわり、四十人に満たない卒業生
の顔は、名前を呼べば全員思い出すことができる。東洋史は専任
移転することになった。私は研究室は学生の溜り場であると思っ
ていたし、研究室で研究をするつもりはなかったので、きれいな
研
究
室
よ
り
学
生
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
考
え
方
は
倉持先生の御意見とも一致し、史学研究室は第一校舎の四階に移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
は
書
庫
も
あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
も
ま
あ
ま
あ
な
の
で、理想とはほど遠いにしても、法政大学の現状から承ると、賢
明な選択だったように思う。
現在の研究室は、教育研究室とは別なので、学生も出入りしや
すいようで、よく利用されているようである。また、本も最近充
実
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
に
環
境
が
い
く
ら
か
改
善
さ
れ
た
の
で、今後、学生・院生の研究のレベルアップも期待できるものと
思われる。
私も、前の研究室のころは在室時間が短かかったが、最近はコ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
研
究
室
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
在
室
時
間
が
長
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
学
生
と
接
す
る
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
や
っとこの大学になじめた感がする。
所
感
一
一
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が
一
人
で
あ
っ
て
、
し
か
も
私
自
身
の
研
究
領
域
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卒
論
と
し
て
学
生
諸
君
が
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
矛
盾
を
感
ず
る
こ
と
も
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
敢
え
て
範
囲
を
制
限
し
て
は
い
な
い
。
学生諸君との付き合いで、やはり忘れ難いのは、年一回の合宿
め
ら
で
あ
る
。
初
年
度
五
十
八
年
は
夏
休
糸
中
に
南
伊
豆
の
妻
良
と
い
う
と
こ
ろ
で
行
な
い
、
シ
ー
ズ
ン
外
れ
ま
ぎ
わ
の
海
水
浴
ま
で
し
た
。
二
年
目
は
富
士
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た
が
、
勉
強
が
目
的
で
行
っ
た
と
は
い
う
も
の
の、レクリエーションのための場所が無いのに閉口した。三年目
は
小
諸
ま
で
行
っ
た
。
梅
雨
の
末
期
で
、
前
半
は
大
雨
で
あ
っ
た
。
懐
古
園
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
は
再
び
富
士
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た
が
、
快
晴
で
、
富
士
山
と
樹
海
の
眺
め
を
満
喫
し
た
。
ど
の
年
も
幹
事
は
仲
々
大
変
で
あ
っ
た
と
思
う
。
二
晩
目
に
予
定
し
て
い
た
コ
ン
。
〈
の
た
め
の
つ
ま糸類を、一晩目にして消費してしまったこともある。これまで
に事故のなかったことは幸いである。
も
う
一
つ
、
以
外
に
印
象
深
い
の
は
教
育
実
習
校
の
訪
問
で
あ
る
。
実
習
生
は
私
の
ゼ
ミ
に
属
さ
な
い
人
の
場
合
も
か
な
り
あ
る
の
で
あ
る
が
、
実
習
前
の
顔
合
せ
、
実
習
校
訪
問
日
時
の
打
合
せ
、
研
究
授
業
参
観
と
い
う
ふ
う
に、普段の学校生活には無い接触の機会があるためであろうか。
研
究
授
業
は
こ
ち
ら
も
く
う
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
が、多くの場合、実習生は大学にいる時と違って、なかなかしっ
か
り
し
た
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
東
は
柴
又
・
篠
崎
か
ら
西
は町田、北は西新井から南は羽田まで、いろいろな地域を見る機
会
を
与
え
ら
れ
、
東
京
も
広
い
も
の
だ
と
思
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
田
心
い
Ⅲ
閂
初年度に期末テストがかなりの混乱状態で行なわれ、一昨年度
は
テ
ス
ト
が
で
き
ず
、
レ
ポ
ー
ト
へ
の
切
換
え
と
い
う
事
態
に
も
見
舞
わ
れ、学生諸君にも、もっと落ち着いた環境で勉強してもらいたい
と思うのであるが、どういうわけか、これまでのところ波乱の有
無と卒論のできの良し悪しとは、あまり相関関係が無いようであ
る。
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